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横畑 遺 跡；

弥二郎遺跡

笛吹川農業水利事業に伴う発掘調査報告書

1987. 3 

山 梨 県 教 育 委 員 会
閃束農政局笛吹川農業水利事業所



序

本報告書は、1985年度に実施した笛吹川農業水利事業国営幹線管水路敷設工事に伴う事前発

掘調査の結果をまとめたもので、対象は山梨県東八代郡豊富村大鳥居字横畑に所在する横畑遺

跡と、同村関原字弥二郎に所在する弥二郎遺跡の 2 遺跡であります。

これら両遺跡は、甲府盆地の南東辺、曽根丘陵上に位置しておりますが、曽根丘陵といえば、

先土器時代に始まり、各時代の遺跡・遺物が濃厚に分布することで知られ、 とくに本県古墳文

化発祥の地として大小の古墳が集中する曽根丘陵古墳群を形成しております。 両遺跡の周辺に

も、王塚古墳をはじめ多数の古墳が残存するほか、各時代の遺跡が密集しておりますが、鎌倉

時代には甲斐源氏の一族浅利氏の拠点であり、戦国時代には武田氏の部将三枝土佐守が館を置

いたと伝えられ、中世の遺跡が豊富なことでも注目せられます。

両遺跡、とくに横畑遺跡からは、先土器時代のナイフ形石器に始まり、中・近世に至るまで、

各時代の遺構・遺物が多数発見されましたが、特筆すべきものは、 横畑遺跡の中・近世遺構と

遺物群とであります。44基の方形を主体とする大小の竪穴状遺構と小ヒ° ット群が検出され、 そ

れに伴う遺物群としては、土師質土器の小皿や内耳土器•擢鉢などが出土いたしました。年代

の決め手となる陶磁器はほとんどありませんが、調査者は、他遺跡の出土品との比較などから、

上限を16世紀以後、すなわち戦国時代に置き、近世に入ってもそう新しいものではあるまいと

推定しております。

両遺跡を含めて周辺には50余の遺跡が知られていますが、本報告書は、それらのうち、詳細

な調査・研究の成果としては数少ないものであり、地域の歴史研究にとって重要な資料になる

ものと信じます。多くの方々にご活用いただければ幸甚です。

末筆ながら、 ご協力を賜わった関係機関各位並びに直接調査に当たられた皆様方に厚く御礼

申し上げます。

1987年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 磯 貝 正 義



例 巨i

1 . 本書は、山梨県東八代郡豊富村大鳥居字横畑に所在する横畑（ヨコバタケ）遺跡と、関原

字弥二郎に所在する弥二郎（ヤジロウ）追跡の調査報告書である。

2 . 本調査は、笛吹川農業水利事業の国営幹線管水路敷設工事に伴うもので、 山梨県教育委員

会が農林水産省関東農政局の委託と文化庁の国庫補助金を受けて実施したものである。

3. 発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センタ ー が行った。

4. 本書の編集は保坂康夫が行った。執筆は、第5章を河西学（山梨文化財研究所）、 それ以

外を保坂が行った。遺物の写真撮影は、塚原明生（日本写真家協会会員）が行った。

5. 出土品および図面、写真は、山梨県埋蔵文化財センタ ー が保管している。

6. 整理参加者は、下記の方々である。

中込秀夫、斎藤多喜子、江川勝子、芹沢はな代、渡辺はる美、出月多津子、出月美矢子、

宇野文子、宇野和子、山口清子、石原花子、渡辺はるみ、桜井幸子、 中楯睦、大芝智子、

長田晶子、石原次代、林部貴子、岩瀬光男、池谷美恵子、若尾澄子、石川操、 弦間千鶴、

小笠原睦子、後藤良美、名取洋子、渡辺徹章。

7. 発掘調査から報告書作成に至る過程で、次の方々から特に多大な御助力をいただいた。 衷

心より謝意を表する。（敬称略）

有泉知教（豊富村教育委員会）、岩切唯雄（関東農政局）、 筒井司（関東農政局） 、 伊藤

隆夫（関東農政局）、畑大介（甲府市教育委員会）。



目 次

序

例言

第1章 調査経過と組織

第1節 調査経過 .................................................................................... 1 

第2節 調査組織 .................................................................................... 1 

第2章 遺跡の地理的・歴史的環境

第1節 遺跡の所在地と立地 ..................................................................... 2 

第2節 周辺の遺跡 ・・............................................................................... 3 

第3章横畑遺跡の調査

第1節 調査の方法と経過 ........................................................................ 4 

第2節 層序 .......................................................................................... 4 

第3節 遺構と遺物

1 . 先土器時代の遺物 ・・・・....................................................................... 8 

2. 縄文時代の遺構と遺物 ..................................................................... 8 

3. 弥生時代の遺構と遺物 ・.................................................................... 13 

4. 古墳時代の遺物 ・・・・・・........................................................................ 20 

5. 奈良• 平安時代の遺構と遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. …•• ・・・・・・・・・・・・・... … 20 

6. 中・近世の遺構と遺物 ・.................................................................... 28 

第4章 弥二郎遺跡の調査

第1節 調査の方法と経過 ........................................................................ 58 

第2節 層序 .......................................................................................... 58 

第3節 遺構と遺物

1 . 先土器時代の遺物 ・・・・・・・・・・・................................................................ 62 

2. 縄文時代の遺物 ・・・・.......................................................................... 62 

3. 弥生時代の遺構と遺物 ・・................................................................... 63 

4. 中・近世の遺物 .............................................................................. 68 

第5章横畑遺跡周辺の地形と地質 · ・・・・・・・・・・・・・・・・・... …•• ・・・・・・・・・・・・· …• ・・・・・・・・・・・••• …... …... 69 

まとめ ................................................................................................... 71 



挿 図 目 次

第 1図 遺跡位置および周辺遺跡分布図…… 2

第2 図 遺跡周辺地形および遺構配置図
....................................... 5 ,..,_, 6 

第 3 図 横畑遺跡土層図……………………… 7
第 4 図 先土器時代石器 ……………………… 8
第 5 図 1号住居址 ………•• ……• ……•• ……. 9 

第 6 図 1 号住居址出土遺物…………………10

第 7 図 第 1小ピット群……………………···11

第 8 図 P6出土土器 ……• …•• •• ………... …·11 
第 9 図 縄文時代遺物…………………………12
第10図 縄文時代石器 …………………………13
第11図 2号住居址 …………• ………………··14 

第12図 2号住居址出土土器 …………………15

第13図 3号住居址 …………...………………16 

第14図 3号住居址出土遺物…………………17

第15図 4号住居址 ………•• ………•• …• ……·18 

第16図 4号住居址出土土器 …………………18

第17 図 弥生・古墳時代遺物…………………19

第18図 5 号住居址 ……………• …....... ……·21 

第19図 5 号住居址出土土器 …………………21

第20図 6号住居址 ……………•• ……………·22 

第21図 6号住居址カマド ……………………23

第22図 6号住居址出土土器 …………………24

第23図 7 号住居址 …………...………………26 

第24図 7 号住居址出土土器 …………………27

第25図 奈良· 平安時代の土器 …… •………··28

第26図 1 号竪穴状遺構………………………29

第27 図 1号竪穴状遺構出土土器 ……………29

第28図 2号竪穴状遺構 ………………• ……··29

第29図 2号竪穴状遺構出土土器……………29

第30図 3号竪穴状遺構………………………30

第31図 3号竪穴状遺構出土土器 ……………30

第32図 4号竪穴状遺構 ………………………30

第33図 5 •  6 号竪穴状遺構 …………………·31

第34図 7 •  8 •  9号竪穴状遺構 ……………31

第35図 7 •  9号竪穴状遺構出土土器•• ……·31

第36図 10• 11・12• 13号竪穴状遺構 ………32

第37 図 10• 11号竪穴状遺構出土土器 ………32

第38図 14• 15号竪穴状遺構• ………………··34

第39図 14号竪穴状遺構出土遺物……………35

第40図 15号竪穴状遺構出土土器 ……………36

第41図 16• 17号竪穴状遺構…………………36

第42図 18• 19号竪穴状遺構 …………………36

第43図 18号竪穴状遺構出土遺物……………37

第44図 18号竪穴状遺構出土石器 ……………38

第45図 20• 21・22号竪穴状遺構 ……………39

第46図 22号竪穴状遺構出土土器 ……………39

第47 図 23号竪穴状遺構 ………………• ……··40

第48図 23号竪穴状遺構出土土器 ……………40

第49図 24• 25号竪穴状遺構 …………………41

第50図 26• 27号竪穴状遺構 …………………41

第51図 25号竪穴状遺構出土土器 ……………41

第52図 27号竪穴状遺構出土土器 ……………41

第53図 26号竪穴状遺構出土土器 ……………41

第54図 28-36号竪穴状遺構(1) ……………42

第55図 28-36号竪穴状遺構(2) ……………43

第56図 34• 35号竪穴状遺構出土土器………44

第57 図 37 • 38• 39号竪穴状遺構 ……………45

第58図 38号竪穴状遺構出土土器 …………···45

第59図 40号竪穴状遺構•• ……………………·45

第60図 40号竪穴状遺構出土土器 ……………45

第61図 41• 42• 43• 44号竪穴状遺構と第 4

小ビット群・································46

第62図 41• 42• 43• 44号竪穴状遺構出土土

器・············································46

第63図 第 2小ピット群………………………47



第64図 第 2小ピット群p 2内出土土器
................................................ 47 

第65図 第3小ピット群(1)·····················48
第66図 第3小ヒ°

ット群(2) ・・・·…• ・・・・・・・・・・・・・49

第67図 第3小ピ ット群出土土器(1) . ……··50 

第68図 第3小ヒ° ット群出土士器(2)………51

第69図 第3小ピット群出土石器……………52

第70図 第 5小ピット群••……•• ・・・・・・・・・・・・・・...54 

第71図 第 5小ビ ット群出土遺物(1) ……···55

第72図 第 5小ピ ット群出土遺物(2)………56

第73図 中・近世遺物..............................57 

第74図 遺跡周辺地形および遺構配置図
··········································59-60 

第75図 弥二郎遺跡土層図……………………61
第76図 先土器時代石器……………………...5z 

第77図 縄文時代土器 ……………••…………·63
第78図 縄文時代石器(1) ……………………63
第79図 縄文時代石器(2) ……………………64

第80図 1号住居址·································65

第81図 1号住居址出士遺物…………………65

第82図 2号住居址・・·······························66

第83図 2号住居址出土土器…………………66

第84図 3号住居址·································67

第85図 弥生時代および中・近世遺物………68

第86図 土層柱状図作成地点位置図…………69

第87図 土層柱状図・・・・・・・・・・・・・・・•…•• ・・・•…·····69 



図 版 目 次

図版 1 横畑遺跡航空写真 40号竪穴状遺構

横畑遺跡遠景 41号竪穴状遺構

A 区遺構配置状況 42-44号竪穴状遺構

A 区中央ロー ム層掘削状況 第 3 小ピット群

1号住居址 第 5小ピット群と礫の分布

1号住居址埋甕 図版 7 弥二郎遺跡遠景

図版 2 2号住居址 遺構配置状況

2号住居址炉址断面 完掘状況

3号住居址 図版 8 1号住居址

3号住居址遺物出土状態 1号住居址炉址

4号住居址 2号住居址

5号住居址 2号住居址台付甕形土器出土状態

図版 3 6号住居址 3号住居址

6号住居址カマド 3号住居址炉址

7号住居址 図版 9 1号住居址埋甕
7号住居址カマド 図版10 3号住居址出土遺物

1号竪穴状遺構 4号住居址出土遺物

2号竪穴状遺構 図版11 6号住居址出土遺物

図版 4 3号竪穴状遺構 中・近世小皿

4号竪穴状遺構 図版12 内耳土器

9号竪穴状遺構 播鉢

5-13号竪穴状遺構 第 3 小ビット群出土石器

14---17号竪穴状遺構 溶融物付着土器

18• 19号竪穴状遺構 弥二郎遺跡 2号住居址出土土器

図版 5 20-22号竪穴状遺構

23号竪穴状遺構硬い覆土の分布

状態

23号竪穴状遺構掘り上げ状況

23,.._,35号竪穴状遺構

ロー ムプロックを含む竪穴状遺

構覆土と切り合い状況

掘削工具痕

図版 6 37-.,39号竪穴状遺構



第I章 調査経過と組織

第1節 調査経過

昭和60年10月 15日 横畑遺跡、弥二郎遺跡の発掘通知を文化庁に提出。

昭和60年10月21日 弥二郎遺跡の発掘調査を開始。

昭和60年1 1 月 2日 横畑遺跡の発掘調査を開始。

昭和60年12月 2日 弥二郎遺跡の発掘調査終了。

昭和60年12月26日 横畑遺跡の発掘調査終了。

昭和6 1 年 1 月28日 両遺跡の遺物発見通知を南甲府警察署へ提出。

第2節 調査組織

調査主体

調 査機関

調査担当者

調 査 員

作 業 員

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センタ ー

保坂康夫

新津重子、日向千恵

中込 秀夫、石原 勝子、水上 国江、渡辺はるみ、芹沢はな代、渡辺はる美、

中楯 睦、桜井 幸子、中楯 俊江、中込 治美、長田 春江、渡辺 雅子、

小沢 節子、斎藤多喜子、江川 勝子、宇野 文子、石原 花子、出月美矢子、

出月多津子、宇野 和子、山口 清子、高野せき子、飯室 次枝、土橋春代、

石原富美子、志村 文江、土橋 春枝、薬袋と久子、田中貴和子、相原ツネ子、

中沢 浦子、小池 一美、塚田 明子、原 節郎、角田美代子、池谷美恵子、

高野 俊彦、石原 次代

協力機関 豊富村教育委員会
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第2章 遺跡の地理的・歴史的環境

第1節 遺跡の所在地と立地

横畑遺跡は、山梨県東八代郡豊富村大鳥居字横畑に所在する。 御坂山地から舌状に飛び出し

た台地上に広く立地するが、発掘地点は遺跡の最も奥部で山地と台地の平坦面の接する部分で

ある。標高は、329mから320mである。弥二郎遺跡は、山梨県東八代郡豊富村関原字弥二郎に所

在する。横畑遺跡とほぼ同 一 レベルの平坦面の台地上に立地するが、 四方を開析され、 長さ

300m、幅100mほどの孤立した台地となっている。発掘地点は台地の最高地点からやや南へ下っ

た部分である。標高は、324mから320mである。なお、文化庁が昭和56年に発行した全国遺跡地

図山梨県によると、発掘地点は関原弥治郎遺跡という呼称である。 これは山梨県教育委員会が、

昭和52年に行った遺跡分布調査の結果に基づくものであるが、本地点の小字は、先述した とお

り弥二郎となっており、関原字弥治郎は台地西側の斜面の小字のようである。今後は、遺跡名の

1 . 横畑遺跡 2. 弥二郎遺跡

3-14、17-21、24. 無名墳

15. 伊勢塚古墳、16. 王塚古墳

22. 城原王塚古墳23. 金塚古墳

25. おさんごうじ古墳

26. 久保田遺跡 2 7. 川東遺跡

28. 桐田遺跡 2 9. 見間遺跡

3 0. 久保遺跡 3 1. 城 原遺跡

32.(伝）浅利氏館跡

33. 大鳥居宇山平遺跡

34. 高部宇山平遺跡35.中尾遺跡

36. 上野原遺跡

37.(伝）三枝土佐守館跡

3 8. 代中遺跡 3 9. 駒平 遺跡

40. 高向遺跡41. 上三口西遺跡

4 2. 上三口遺跡 4 3. 東原遺跡

4 4. 原遺跡 4 5. 弥二郎遺 跡

46. 中原遺跡 4 7. 付 山南遺跡

48. 付山北遺跡 49. 浜井場遺跡

50柿戸原遺跡51. お御崎さん古墳

52. 清水遺跡
第1図 遺跡位置および周辺遺跡分布図

（国土地理院発行1/25000地形図市川大門図幅使用）
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混乱を避け、関原弥治郎遺跡（第1図 2 )と木原弥二郎遺跡（第1図45)とを、両者は近接して

いるので、弥二郎遺跡と総称することを提案したい。

第2節 周辺の遺跡

横畑、弥二郎遺跡の周辺には、第1図に示したとおり52カ所もの遺跡がある。 昭和52年に山

梨県教育委員会が行った遺跡分布調査の結果から、時代別の遺跡分布のありかたをみてみよう。

先土器時代の遺物は、横畑、弥二郎遺跡でしか出士していない。近い所では中道町後呂遺跡、

同米倉山遺跡などでナイフ形石器が少数点出土しているが、おおむね曽根丘陵上には大きな遺

跡は立地していない可能性がある。縄文時代遺跡は24カ所で、26で早期、 1、31、33、3 4、3 6、

40、41、43、44、4 6の遺跡で前期、 1 、 2、26-3 6、38-41、43、44、4 6-49、52の23遺跡で

中期、39で後期の遺物が表採されている。弥生時代遺跡は12カ所で、 1 、 2、26、27、29、31、

33-35、38、42、45、49の遺跡である。古いものでは条痕文土器が表採されているが、 ほとんど

後期である。古墳時代は散布地が13カ所、古墳が24カ所である。古墳時代前期の散布地は、 1 、

2 、2 6、29、33、35、45で、すべて弥生時代の遺跡と重複する。古墳時代中期のものは、35でし

か知られていない。古墳時代後期は、 1、28、30、31、36、39、43、 47で、 1 以外は前期と重

複するものがない。奈良時代の明確なものは 1 のみで出土している。平安時代は 9 カ所で、 1 、

27、30、35、38、41、43、46、52の遺跡である。中世以後の土師質土器が表採された遺跡は 5 カ

所で、37、40-42、50である。32、37は中世館跡である。

これらの立地する地形については、第5章で詳述するが、ここでは概略を示し、遺跡立地の

ありかたについてみてみよう。遺跡の大半は、標高300-340mほどの平坦面に立地する。この平

坦面は北西に流下 する川と、北東に流下する川の、おのおの直交する河川によって縦横に切ら

れている。台地前面も一直線にならずに階段状にくい違っており、直交 する河川も含め、 本地

域が断層の構造運動の影響を強く受けていることがうかがえる。河川によって寸断された平坦

面の間に、河川によって開析されたV字谷や平坦面、さらに河川の堆積作用によって形成され

たであろう平坦面が存在する。 また、第 1図中央やや北側の中木原は、あたかも浅い盆状に平

坦面が陥没したかのような地形である。 こ うした地形はかなり古い時期に形成されたものと思

われる。たとえば、 ロー ム層中の黒色帯が地形傾斜と同様に傾斜 する点からも判断できる。黒

色帯は、河西学氏によると 22,000 年前以後に形成されたものなので、 少な くともその 段階には

おおよその地 形が形成されていたと考えられる。遺跡の大半は、平坦面に立地する。 現在の集

落が河川の開析面、堆積面に立地するのと対照的である。時期別の変化もあまり明瞭ではない。

ただし、古墳は台地の前面近くに多く立地する。縄文時代から中世に至る遺跡が立地条件を変

化させずに立地している点が本地域の特徴と把え うる。時代変遷に伴う生業変遷にもかかわら

ず、本地域を高度に利用した姿、逆に本地域がそうした利用に十分答えられたとも把えうる。

さらに古墳時代後期には、台地前面に墓域が形成されるといった立地 の変化はあったかもしれ

ない。また、中世以後の集落は、主に谷部へ移っていったとも考えられる。
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第3章 横畑遺跡の調査

第1節 調査の方法と経過

発掘調査は水管埋設によって掘削される幅3 - 5 mの部分と、工事用道路の付設に伴い掘削

される部分について行った。関東農政局の設定した工事用のセンタ ー 杭を基準に、 発掘区の中

央に 5 m間隔の実測用基準杭を設定した。杭は、耕作土を重機で除去した後に設定した。発掘

区東側（第2 図東側の道路より東の部分、第5 章ではB地区と呼称）や発掘区西端の発掘区最

高部の小高い地点については、耕作土が非常に浅く、20-30cmでロー ム層に達した。ところが、

発掘区中央（第2 図の東西方向の道跡より南側の発掘区の西半分、第5 章では発掘 区西端を含

めてA区と呼称）では耕作土が非常に浅く、厚い所ではlm前後もあった。土質も非常に軟質

で、こうした土壌を地元では「ド カ ッツチ」と呼んでいるようである。ここでは、ロー ムプロ ッ

クを多量に含む黒色土層（竪穴状遺構の覆土）を確認した段階で、手作業の発掘に切り換えた。

遺構の確認は、 ジョレンがけ作業で行った。竪穴状遺構が多数切り合う地域では、 土層の違い

を見ながら切り合い関係に注意しながら掘り進めた。こうした地点では、 なるべくセクション

ベルトを多く設定し掘り集めた。出土遺物は全点実測し、図面にその位置とレベルとを記録し

た。その結果、縄文時代中期末の住居址 l軒、弥生時代後期後葉の住居址3 軒、平安時代後半

の10世紀末の住居址 1 軒、12世紀代の住居址 2軒、中世末から近世初頭と思わ れる竪穴状遺構

44基、縄文時代中期の土壌も含む小ピ ット群 5 群を確認した。また、出土遺物は、先土器時代、

縄文時代前～後期、弥生時代中・後期、古墳時代前・後期、奈良時代、平安時代、中世、近世の

ものが得られた。なお、先土器時代石器が表土中ながら出土したので、 遺跡の有無の確認作業

を行った。B 区では任意にトレンチ設定し、A区西半でも トレンチ を設定したが、 遺物は確認

できなかった。A区東半では、黒色帯下のハ ー ド ロー ム層が全面 的に露出していたので、 この

作業は行われなかった。また、B区中央で、遺物の集中地域を確認した（第2 図の細斜線部分）

。この地域には縄文時代、弥生時代、古墳時代、平安時代の遺物が多量に分布していたのが、遺

構は確認できなかった。 ゴミ捨て場的な場所であったのかもしれない。

第2節 層 序

第3 図左側がA区、右側がB区の土層図で、セクションポイントは、第2 図中に示してある。

I層は、耕作土層である。非常に軟質で、新しい石垣がこの中に埋没していた。A 区東半部で

特に厚いが、竪穴状遺構の覆土の多くが耕作土層になっているものと理解できる。 A 区東半部

の遺構内の土層については、各遺構の説明の際に記述する。 II層は、 A 区西側の小 山を切り込

んで作った古い道の覆土で、暗褐色土層である。その下位の細斜線部は踏みかためら れたII層

である。 m層以下は自然土層で、 m層ソフトロー ム層、IV層黒色帯、 V層ハ ー ド ロー ム層である。
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皿 層、IV層は、
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A 区東 半部ではほとん ど 削 り 取

ら れており、 ソ フ トロ ー ム 上 面 が ほ ぼ 現 在 の 地

表面ほ どのレベルにあったと推定される 。

削り取りについては、 第 3 小ピ ット群に重 な る

遺物が竪穴状遺構とあまり時 期差をもた な い点

か ら 、両遺構群が形 成される時 点であると考 え

ら れる。また、 そ の範 囲 は、 第 2 、 第 3 小ピ ッ

ト群や竪穴状遺構 の 各辺が、

323 m ®-― 

323 m ←  
H 

この

A 区東 半部西端の

段や南側の段と平行 な いし直交 するありかたか

ら して、段のある部分までとも考え ら れる。 中・

近世遺構群が形 成されるにあたり、 小山東半部

の 掘削・削平があったと推定したい 。 なお、黒

色帯や ソ フトロ ー ムは T 4 か ら T 3 付近以 東 で

残存しており、 掘 削 もこのあたりまでと思 わ れ

る。 A 区西半部では、土層図を示さ な かったが、

Pm - Iやそ の下位のくされ礫層が南北方向で露

出していた。 し た がって、 旧 来 の 地形 は 、 東 へ

第 3 図 横畑遺跡土層図

ゆるやかに傾斜し、 西側が河 川 に よ って切 ら れ

ている。B 区では VI層が黒色土層、 VII層が暗褐

色土層、 Vlil層がソフトロ ー ム層である 。 遺物は

VII層に多量に包含 さ れていた 。 VI 層 は 、耕作に

よる攪 乱 を のがれた旧 来 の 土層である。

- 7-



第 3節 遺構と遺物

1 . 先土器時代の遺物

ナイフ形石器 1 点が出土した。A区 中央の段付近

の耕作土 中から出土した。素材 の左縁に刃 縁を 残し

た 、 いわ ゆ る二側縁加工 の ナイフ形石器である。

右縁 のプ ラ ンテ ィ ン グはすべて裏面から行われ 、 一

部が欠損するも の の 、 先端から末端まで連続してい

た も の と 思われる。左縁 のプ ラ ンテ ィ ングは非常に

浅く 、 しかもかな り 傾斜している。基部の 裏面 加工

は一部が残存している。 刃縁部裏面に連続する剥 離 o 

は、 二次加工 と いうよ り も 、 大規模 な 使用 痕 と みら

れる。 素材は石刃で、 正 、 裏面とも同一方向 の 剥離

こ

5cm 

第 4 図先土器時代石器

である。そ の 素 材 の 末端を先端にしている。黒曜石製である。 遺物 の 出土地 点を含め 、 ソフ ト

ロー ム層以下 の 残存する部分で深掘したが、 他の遺物の 出土はみられ な かっ た 。 石器 の 図 を 第

4 図に示す。

2 .  縄文時代の遺構 と 遺物

1 号住居址

2号住居址 の 床面を除去した段階で埋甕を確認し、 住居址 の存在を知った。 さ らに周辺を精

査して 、 非常に深い柱穴 4 カ所 、 住居址 の 周 溝と立ち上 り の 一部を確認し た 。 床面や壁 の ほと

んどは、 弥生時代 の 2号住居址によって破壊されたもの と思わ れる。 埋 甕 の 上面が 2号住 の 床

面直下にあ り 、 1号住 の 床面も 2号住 と ほぼ同 じ レ ベ ルであっ た ろ う と 思わ れる 。 炉址は 、 3

号竪穴状遺構 のある部分と思われ 、 こ れによって掘 り 込みをも破壊され た と思われる（第 5 図）。

出土遺物は、 埋甕3 個体 と 、 3号竪穴状遺構北東部にある柱穴に落ち込んでい た ク ボ ミ 石 、 柱

穴内 の 若干 の土器である（ 第 6 図）。

第 6 図 1 は、 埋甕に用 いられ た土器で 、 3 個体中最も新しいも の と 思われる。 いわ ゆ る キ ャ

リ パ ー 形 の大型 の 深鉢土器で 、 口 縁部を欠損する。底部は埋甕にする段階で取られてお り 、 破

損部をきれいに磨 り 削って いる。 胴部は、 地文に縄 文を用 い 、 頸部で逆 U 字に折 り 曲 り 垂 下 す

る 二条 の ヘ ア ビン状 の 沈線によって区画 さ れてい る 。 口 縁部には 、 隆帯によっていわ ゆ る 「渦

巻 つ な ぎ文」 状 の文様が施文されている。第 6 図 2 は、 2 番 目 に新しいも の と 思われる。 櫛 歯

状工具による綾杉状 の 条線文を地文 と してい る 。綾杉 の 交差部に蛇行沈線文を垂下してい る が 、

よく み る と 弧 の 連続であ る 。また 、 やや隆起 さ せた部分に両端が渦巻きにな る 沈線文を垂 下 し 、

それを沈線でかこむ文様が 4 単位みられる。 1 を埋没する段階で一部を欠 損 している。 3 は最

も古いも の である。 底部付近 の 破片である。櫛歯状工具による粗い綾 杉文と垂 下す る二 条 の 隆

帯がみられる。 1 、 2 の 埋設時に大半を欠損している。 4 は、 ク ボ ミ石である。 砂岩製。
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第 7 図 第 1 ビ ッ ト 群 （ 水 糸 標 高 は 328 m )

第 1 小 ピ ッ ト 群

A 区の東 端 部 に あ る 。 他

の 小 ビ ッ ト 群 に く ら べ 、 そ

れ ぞ れの 穴 の大 き さ が 大 き

い 。 p 6 か ら 縄文土器 が 出

土 し て お り 、 大 型の ピ ッ ト

と切 り 合 う 小型の ピ ッ ト は

と も か く と し て 、 大 半 は 縄

文時代の可 能 性 が あ る 。 い

ず れの ビ ッ ト も 底 が 平 坦 で 、

立 ち 上 が り が 急 な 箱 形 で あ

る （第8 図 ） 。

第8 図 は 第1 小 ピ ッ ト 群

中の P 6 出土の土器 で あ る 。

1 は 、 小型の 深 鉢 形 土 器 の

口 縁 部 破 片 で あ る 。 頸 部 に

四 条の沈 線 が み ら れ る が 、

他 は 無文 で あ る 。 口 縁 端 部

は く の字 に 内 傾す る 。 2 は 、

広 口 の壺 形土器の 口 縁 部 で

あ ろ う 。 お そ ら く 、 い わ ゆ

る 両耳壺の 口 縁 で あ ろ う 。

そ の 他 の 縄文 時代遺物

主 に B 区 の遺物集 中地点

か ら 多 く の縄文時代 遺物が

出土 し て い る （第9 ・ 1 0 図 ）

。 第9 図 1 は 前 期 末 、 2 、3

は 中期 中葉 、 4 -15 は 中期

後 葉 、 1 6 は 後 期 初 頭 と 思 わ

れ る 。 20- 22 は 同 一 個 体 で 、

中期 後葉の も のと思 わ れ る 。

ー ＼ 2 

゜ 10cm 

第 8 図 P 6 出 土 土 器
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第10図 縄 文 時 代 石 器

土器群の時期的なありかたをみ る と、 中期後葉の土器が最も多 くあ るよ う であ る 。17 は土偶の足。18、

19は土器片を用 い た 円盤形土製品であ る 。15、17以外 はすべ て B 区遺物集中地域か ら出土。 第 9 図23

-25 は、 黒曜石製の石鏃で、 い ずれも凹基無茎鏃であ る 。 25が B 区、 23がA 区、 24が第 1 小 ピ ッ ト 群

の P 5 内出土。 第10図 1 は粘板岩製の打製石斧で、撥形であ る 。 2、 3 は ク ポ ミ 石で 、 い ずれも安山

岩小礫製。 磨り面や 叩 き面は み られな い。 1 が 6 号住居内、 2 がA 区、 3 が表採であ る 。

3 .  弥生時代の遺構 と 遺物

2 号住居址

A 区東端部を 精査中に、住居址の床面と 白 色粘土敷 き の炉 址 を確認 し た 。 壁 の 確 認に つ と め

た が、耕作による攪乱をかなり受 け て いる う え、 中 ・ 近世 の 遺 構で 切 ら れ て い る た め 、 壁 ら し

き 立 ち 上り は 一部 し か確認で き な かった 。 し かも、黒色帯に 切り 込 ん で い る た め、 そ の 確 認に

さえ 困難を き わ め た 。柱穴 は 2 カ 所を確認 し た 。床面は非常に 硬 く 明 瞭であ る 。 炉 址 は 白 色粘

土を敷 い た も ので南部がよ く 焼 け て お り 、焼土 も 深 かった （第11図 ） 。な お、土層 は、 I 層 耕 作

土層、 II 層 覆土の暗褐色粘質土層、 III 層 は 4 号竪穴状遺構 覆 土 の 黒 褐 色 粘 質 土 層、 VI 層 は 後 世

の攪乱であ る 焼土、 木炭片を多量に 含 む 黒 色土層であ る 。 2 号 住 居 址 床面と 4 号 竪 穴 状 遺 構 の

底面とに レベル差がある点に注意。

出土遺物 は、大型のもの はな く小破片 ば か り で、縄文時代遺物がかなり混入 し て い た 。 ま た、
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第12図 2 号住居址出土土器

床面の東辺部には平安 時代末の杯の大型破片があり 、 付近に同 時 期 の 遺 構 があった 可 能 性 があ

る。 第12図 1 は 断面三角 形 の折り返 し口 縁を有する壺 形 土 器 口 縁部。 2 は 棒 状 付文を 5 本貼 付

した有段 口 縁の壺 形 土 器。 3 は 、 刻 み 目 を有する 口 縁の甕 形 土 器 である。

3 号住居址

B 区南半部を精査中に確認した。最も遺物量が豊富な 住居址 である。 西部を 道 路 で 切 ら れ 、

北部を石垣 で切 ら れ て い るが 、 床 上20-30cmの覆土はかろ う じ て 保 存 さ れ て い る ら し い 。 ほ ぼ

東西方向に配列する 2本の 柱穴と 、 2 カ 所の小 ビ ッ ト 、 お よ び 地床 炉 を確 認 した 。 プ ラ ン は 小

判 形 と 思 わ れる。 床面はかなり硬 く 明 瞭 であるが 、 地床炉 周 辺にか ぎ ら れ る。 床面直 上 で 多 量

の土器が 、 あたかも放置 され たかのよ う に出土 した。 しかし、 こ の 時 期 よ く 見かけ る火 災 住居

で はな い 。 火 災 住居は 一般 的に 遺物出土量が少な く 、 本例と対照的 である （第13図 ） 。

出土遺物は 、 台付甕形土器 1 個 体 、 大型 の 壺 形 土器 2 個 体 、 小型 の 壺 形 土 器 が 1 個 体 、 杯 形

土器 3 個 体 、 大型の ク ボ ミ ・ ス リ 石 1 点である。 第14図 l は 、 刻 み 目 のな い 口 縁 の 台 付 甕 形 土

器 である。 内 外面ともハ ケ 目調整。 胴下半部に 明 瞭な接合部が一 周 し、 成 形 時に 上下 を合 体 し

たものと 思 わ れる。 胴半分を耕作により取 ら れ て い る。 2 は大型 の 壺 形 土 器 で 、 口 縁部 が ま っ

た く な く 、 胴部も部分的に失 わ れ て い るが 、 残存率はかなり高 い 。 内 外面とも ハ ケ 目 調整 。 底

面以外の外面全面と 口 頸部内面をヘ ラ 磨 き 。底部は 木葉痕が み ら れ る。 胴部最大径 は 底部側に

かたよっており 、 ゆ る い 段を形 成 して いる。 3 は大型 の 壺 形 土 器 で 、 口 縁部と 底部を失って い

る。外面は き れ いに ヘ ラ 磨 き され 、 内面は 口 頸部でハ ケ 目 調 整 の 後 ヘ ラ 磨 き 、 胴部円面は ヘ ラ

調整を行って い る。 4 は小型の壺 形 土器 で 、 口 縁部がな い が 他 は 割 れ が み ら れ ず 、 床 面に 直立

して 出 土 した 。 外面ヘ ラ 磨 き 、 内面ナ デ調整 で 、 肩部に粗 い 目 の 縄文を帯状に 施文 して い る。

2 と同様 、 胴下半に ゆる い 段を有する。 5 、 6 、 7 は杯形土器 で 、 5 、 6 は 、 4 に 伴 う よ う にな

ら ん で直立して出士 した。 7 はやや 離れ て 割 れ た状態 で出土 。 5 は 内 外面ともハ ケ 目 調 整 の 後

に ヘ ラ 磨 き 。 6 、 7 は い ずれも内 外面とも、 底部外面以 外 は ヘ ラ 磨 き さ れ て い る。 古墳 時 代 以

後の杯と違 う 点は 、 胎土が精選され て い ず粗 い 点と 、 底部に ヘ ラ ケ ズ リ が み られな い 点 、 内 面

底部が球面状に近 い 点な どである。 8 は 、 敲打による円錐状 の ク ボ ミ 部と 、 そ の 周 辺 から 一方

向にかたよって 広 く 分布する磨り面と で構成される大型石器 である。 花 岡 岩 製 である。 底面は

割 れ 面 であ り 、 大 き な 自 然 礫 の一 部 を 板 状に 剥 ぎ 取 る 、 な い しは 整 形 したもの ら しい 。 上面外

周 の底面付近に 、 ス ス 状の黒色付着物が一周する。出土状態は 、 底面を上にして伏した状態で出土。

- 15 -
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第13図 3 号住居址 （水糸標高326m )

4 号住居址

6号住居址南側で、遺物の出土が非常に多い部分があり、 精査したと こ ろ、 住居址を確認し

た 。 床面は不明 瞭で、柱穴や炉址の確認はできなかった。また、遺物の出土は多いが、 ほとん ど

小さな土器片であり、まとまったものは、第16図 1 、 2 く らいである。 プ ラ ンは ほ ぼ正方形の隅

丸方形と思われるが、かなり後世の攪乱を受けているものと思われる。 北部を 6号住居址で切

られ、東部は攪乱を受けて破壊されていた。南西部の穴は古い動 物生 活痕と思われ、 トン ネ ル

状である（第15図）。

出土遺物は、第1 6図 1 がおそ ら く 台付甕形土器。内外面ともハ ケ 目調整の後、 ヘ ラ 調整。 2

は 1 と同様な土器で、外面に ヘ ラ 調整がみ ら れない。 3 は口縁端に刻み目のめ ぐ る 甕形土器。

4 は台付甕台部。 5 は、結節縄文を施した壺形土器。 6 は、 断 面四 角 形の折り 返し口縁の壺 形
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土器。 7 が壺形 土器底部。 8 が小型の壺 形土器の 口 縁部である。

そ の 他 の 弥 生時代遺物

以 上の他に、弥生時代中期から 後期 の土器 が 出 土している （第17図 1 ,.._, 9 ) 。 弥生時代 中 期 の

ものは、3 で、 口 唇部および 口 縁部外面に縄文を施文し、沈線による鋸歯状文を施文して いる。

壺 形 土器 口 縁部であ ろ う。 こ れ以外 は 後期と思 われる。 1、 2 は 折り 返 し口 縁 の 壺 形 土 器で、

1 の 内面に は羽状縄文 が み られ、 口 唇にも縄文がみ られる。 4 は 内面に 縄文のある壺 形 土 器 口

縁。 5 は刻 み 目 のある甕 形 土 器 口 縁。 6 は台付甕形土器台部。 7 は 櫛 歯 状工 具による波状文と

小円 盤の貼付文を有する壺 形土器。 8 は羽状縄文が肩部に み られる壺 形 土 器 。 9 は、 細い 沈 線

により絵 が描 れ た 壺 形 土器 片で、県下 では稀少例である。

4 .  古墳時代の遺物

古墳時代の遺構 は 見い 出 されなかっ た が、かなりの量の土 器 が 出 土 して いる。 古 墳 時 代 前 期

と 後期 の土器 が み られる （第17図10-22) 。前期 は10-12である。10はいわ ゆ る S 字状 口 縁台付

甕の 口 縁部である。11も S 字状 口 縁台付甕の胴部破片である。 胴部破 片 は B 区 遺 物 集 中 地域 の

他、弥生時代後 期 の3 号住居址内からも出土している。12も3 号 住居址 内出土で、 杯 形 のい わ

ゆ る小型精成土器である。 内 外面とも縦方向 ヘ ラ 磨 き 。 後期 は13- 22である。13-15が胴部に 段

を有する杯。16は 胴部が屈 曲する杯。17-20が塊。 21が胴部に段を有する小型の鉢。 22が 甕 の ロ

縁である。 20は 6 号住居址 内 出 土。他は B 区遺物集中地域 出 土である。 遺物集 中 地域には、 こ の

他にも後期土器の細片、特に杯の細 片 が多量に 出 土 した。

5 .  奈良 • 平安時代の遺構 と 遺物

5 号住居址

6 号住居址を確認した 段 階で そ の北側に 6 号住居址覆土よりも黒い土 層 の分布 を見い 出 し、

精 査 した と こ ろ 5 号住居址を確認した 。 当 初より切り合い関係 は 明 瞭で、 6 号 住により南側 が

切 られ てい た 。 床面は 明 瞭でやや 硬 く、 中 央やや 北と南東 隅に 焼 土 が み られ た 。 柱 穴 はな いが

北東部に浅い小 ピ ッ ト があり、住居址覆土と同時期の遺物を多 く 出 土 した 。南東部の 焼 土 の そ

ばに大型礫 があり、 カ マ ド の 一部のな ごりと考え られる。 住居址は北辺 と東辺を攪乱により失 っ

ているが、 西辺 は非常に 明 瞭である。10cmほどの壁 が残存し、周 溝もみ られる。 床面の残存状況

や小 ピ ッ ト 、 カ マ ド の位置等考 え 合 わ せると、 1 辺 4 m程 度 の方形 の プ ラ ン が 推 定で き る （第

18図） 。

出 土土器は、杯と甕である （第19図） 。 1 - 9 が坪、10が甕である。 1 - 6 は杯の 口 縁部であ

る。精選され た 緻密な 胎土で、彩度の高い赤褐色を呈する。 口 唇 部 は 玉 縁である。 内 外 面 と も

ロ ク ロ 成 形 の ま ま で、無調整である。 7 - 9 は杯の底部である。 1、 9 は底部 の 残 存 部 が狭 く、

調整の様子が不明であるが、 7 、 8 は 回転糸切 り の後、 無 調 整である。 い ずれの 底 部 破 片にも

調整の痕跡がない。10は甕である。 口 縁部 がかなり肥厚 している。いわ ゆ る甲 斐 型 の 甕である。

こ れ らの土器群は、坂本氏、末木氏、堀内氏が 1 983年に行 っ た 編年のXIll期 の特徴 を有するもので、
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第21図 6 号住居址 カ マ ド （水糸標高326m )

年代的 に は坂本氏 の1986年 の 編 年 による と 10世紀第 4 四半紀 である。

6 号住居址

本 遺構で最も残存状態がよく、全体を発掘で き た住居址 である。 床面は 非 常に 明 瞭で 硬 い 。

柱穴と思 われ る も の はな い が、南 西 隅 に 貯蔵穴と おぼ し き や や 大 き め の ヒ° ッ ト 、 北 西部 に 小 ビ

ッ ト 2 つ が並 んで い る。 小 ピ ッ ト の う ち 南側 のより小さいも の が北 側より 深 く、ある い は 柱 穴

であ っ たかも しれな い 。 床面の所 々 に 焼土 （床面が焼 け たも の ） が み られ た 。 ある い は 地床 炉

的なものかもしれな い 。なお、最も西 にある焼土に礫が 2 点近接す る が、 両者 と も床面より 5

cmほど浮 い て いる。 小 ピ ッ ト は カ マ ド の 脇にもみ られ、 カ マ ド の 用 材 と 思 わ れる 礫 が 上 を ふ さ

い で い た。貯蔵穴 と 思 われる ヒ° ッ ト の 中から、 白 色粘土塊が 4 点見 い出さ れ、 さ らに 第22図 4

の 杯 1 点が覆 土 中よ り 落 ち 込 ん だ状態 で出土した。遺物は全面に 分 布するが特 に南側に 多 い よ

うに み え る。 しかし、 こ れは 遺物 の 垂直分布図で わかるよ う に、 北 側 が耕 作 に より 深 く 削 ら れ

て い るた め と 考 え られる。 特異な 点は、完形 の 杯が住居址 の 壁 ぎ わ か壁 に 近 い 位 置 にある点 で

ある。 い ずれも床面直 上かやや 浮 い た 状態 で出土して い る。高台付杯 （第22図 7 ) は 割れてかな

り分散 して出土して い る （第20図遺物平面図 中 の 白 マ ル） 。 しかし、垂直分布をみる と ほぼ床面

直 上 にあり 、 本住居址 の 一群 の 土器 に 組成されるもの と 思 われる。
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住居址 プ ラ ン は 、 東西 に や や長 い 隅丸方形で あ る 。 西辺 が非常 に 丸 く 作 ら れ て い る 。

カ マ ド は 、 南東隅 に 作 り 付 け ら れ て い る （第21図 ） 。 大 型 礫 を 用 い た カ マ ド で 、 礫の構造 は

南半のみ 残存 し 、 北半 は 掘 り 込 み が残存 し て い る 。 袖石 は 直立 す る 1 個 が 残 存 し 、 そ の脇 を や

や 小型の礫 が補助 す る よ う に か ため て い る 。 こ の 間 に は さ ま っ て 羽釜片 （第22図11) が出土 し た 。

直立す る 袖石のや や 前方 に ずれ て 、 天 囲 の 石 が横 た わ っ て い る 。 そ の上 方 を 覆 う よ う に 白 色 粘

土 （第21図 I 層 ） が み ら れ る 。 掘 り 込 みの状況 か ら し て 、 北側 に も ほ ぼ 同 じ よ う な構造 が あ っ た

と 思 わ れ る が 、 袖石 は 2 個 で あ っ た 可能性 が あ る 。 2 個の袖 石の配 置 は 、 南 側 よ り も 前 面 に ず

れ て お り 、 天囲 の 石 を 北 で 2 個 、 南 で 1 個 で さ さ え る構造 で あ っ た と 思 わ れ る 。 土 層 は 、 I 層

が 白 色粘土層 、 Il 層 が粘 土 、 焼土 、 木炭片 を 多 量 に 含 む 暗褐色粘質土層 、 Ill 層 が焼土層 、 IV 層が

住居址覆土で あ る 黒褐色粘質土層で あ る 。

出 土遺物は 、 杯 と 羽 釜 、 鉢 で あ る 。 1 - 6 は 、 杯 で あ る 。 1 、 5 、 6 は 、 胎 土 が 粗 く 、 金 雲

母 を 多量 に 含 む 。 口 縁部 が尖形 ぎ み で あ る 。 2 、 3 は 、 胎土が前者 ほ ど粗 く な い 。 口 縁部の外側

が丸 く 、 内 側 で鋭 く 尖 る 。 前者 よ り 口 縁 部 が厚 い 。 4 は 皿 に近 い 器 形で あ る 。 底 径 と 口 径 と の

差 が あ ま り な い 。 また 、 他の も の は 底部 が と び 出 す の に 、 4 は 平坦 で あ る 。 い ず れ も ロ ク ロ 整

形の後 、 無調整 で あ る 。 な お 、 4 、 5 、 6 の 底部 に 板庄痕風の痕跡が み ら れ る が 、 微妙で あ り 、

そ れ と は特定 で き な い 。 8 は 胎土 が や や緻密 で 、 底径 も 大 き め で あ る 。 覆 土 中出 土 な の で や や

古 い も のの混入 か も し れ な い 。 9 は 、 非常 に 深 い 杯 で あ る 。 胎土 や 肌 あ い が 7 に近似 す る の で 、

高台付 で あ る か も し れ な い 。 7 は 高台 付坪 で あ る 。 口 縁端 は や や 尖 形 を 呈 し 、 や や 外 斜 す る 。

9 も 同様 で あ る 。 無調整 で あ る 。 底 部 は 回 転 糸 切 り で あ る が 、 何物か の圧 痕 が み ら れ る 。 し

か し 、 板状の も のの上 に 置 い た 状況 で は な い 。

10 、 11 は 羽 釜 で あ る 。 10 は 外 面 が指頭圧 に よ る 粗 い調整 。 内 面 は 、 主 に 幅広の ヘ ラ 状工具 で 横

方向 に調整 さ れ 、 若干指頭痕 も み ら れ る 。 つ ばの部分 は 貼 付の 後 に そ の周 辺 を 含め て ナ デ調整

さ れ 、 下縁 は ヘ ラ 状工具 で条線状 に 境界 を 明 瞭 し て い る 。 11 も ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 外 面 に も 横

方向 の ヘ ラ 状工具 に よ る 調整が残 る 。 12は 、 羽釜の底部 の可 能 性 が あ る 。 外 面 に ヘ ラ 状 工 具 に

よ る 縦方向の調整 が あ り 、 か な り 表面 が な め ら か で あ る 。 内 面 は ザ ラ ザ ラ で あ る 。 底 部 は 非常

に 薄 い 。 底部外面 に も ヘ ラ 状工具 に よ る 調整 が な さ れ て い る 。 13 は 、 非 常 に 粗悪 な 胎 土 で 繊 維

を 多量 に 含 み 、 ス カ ス カ で あ る 。 鉢の底部 か 。 底部外面 に 繊維圧痕が無数 に 残 る 。 14 は 、 鉢 で あ

る 。 外面 は縦 、 内 面 は 横方 向の ナ デ調整 で あ る 。 口 縁端 は 平坦 で 内 面 が 面 取 り さ れ て い る 。 11

と 14 は カ マ ド 内 出 土 。 12は 、 カ マ ド 内 出 土の部品 を 含 む が 、 そ れ以外 は覆土 中出 土 。

7 号住居址

二分の一程度が発掘 区外 で あ る が 、 貯蔵穴 ら し き ピ ッ ト 2 カ 所 と カ マ ド が み ら れ る 。 床 面 は

さ ほ ど 明 瞭 で は な い 。 2 つ あ る 貯蔵穴 ら し き ピ ッ ト は 、 い ず れ も 住 居 址 壁 側 の壁の傾 斜 が ゆ る

く な っ て い る 。 な お 、 南側の ピ ッ ト は カ マ ド でふ さ が れ て い る 。 6 号 住 居 址の あ り か た か ら す

れ ば 、 お そ ら く 、 も と も と カ マ ド は 南東 隅 に あ り 、 ビ ッ ト が 南 西 隅 に あ っ た が 、 何 ら か の理 由

で カ マ ド が南西隅 に 移 り 、 そ れ に 伴 い ピ ッ ト も 北西 に 移 っ た も の と 思 わ れ る 。 こ の 際 、 ビ ッ ト

を 埋め 、 さ ら に 南側壁 に 傾斜 を つ け る ため 埋土 を し た ら し い （第23図 カ マ ド のIV層 ） 。
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第23図 7 号住居址 （水糸標高327m )
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第 24図 7 号住居址出 土土器

カ マ ド は 、 西 側 に 袖石 2 個 を 立 て 、 前面の袖石 に 横 に 寝 か し た 礫 を そ わ せ て い る 。 東 側 は 煙

道 に 近 く 直立す る 礫 1 個 が あ る が他 は浮 い て い る 。 中 央 の 円 盤 状 の 石 は 天 囲 の 礫 で あ ろ う 。 土

層 は 、 I 層 が黒色粘質土層 、 II 層 が焼土層 、 m 層 が黒褐 色 粘 質 土 層 、 IV 層 が 暗 褐 色 土層 、 V 層

が 白 色枯土 プ ロ ッ ク 、 木炭片 、 焼土 を 多 量 に 含 む黒色粘質土層 で あ る 。

出 土迫物 は 、 杯 が ほ と ん ど な く 、 羽釜や鉢が多 い 。 1 は 唯一 の 胚 で あ る 。 底 部 が 尖 出 し 、 6

 

号住居址 の 杯 に 似 る 。 2 は羽 釜 で 、 内外面 と も ナ デ調 整 や 指 頭 圧 痕 が 目 立 つ 。 つ ば は 貼 り 付 け

後 に 周 辺 を 含 め て ナ デ調整。 3 は鉢か羽釜の底部。 外 面 に ヘ ラ 調 整 が み ら れ る 。 底 部 外 面 は 砂

ま き さ れ 、 作業台 か ら 切 り は な し が よ い よ う に し て い る 。 こ の 技 術 的 要 素 に 注 意 を 要 す る 。 4

は 鉢 で 、 非常 に 厚 い 器壁 で あ る 。 外 面 に ナ デ調整 と 指頭圧痕 、 内 面 に ナ デ調 整 が み ら れ る 。 底
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第25図 奈良 • 平安時代の土器

部外面は木葉底であろう。 5 は羽 釜 で 、 外面縦方向のナ デ 調 整 、 内 面横方 向 のナ デ 調 整 で 、 そ

れは底部 内外面に及ぶ。つばより上方の 口 縁が短いのが特徴 である。 3 、 4 、 5 はカ マ ド 内 出

土か そうし た 部品を含 むが 、 1 、 2は覆土 中 出土 である。

そ の 他 の 奈 良 • 平安時代の遺物

奈良時代の土器は 、 1 、 2のみである。 3 は 、 灰釉 陶器の段皿 である。 4 、 5 、 6 は大 型 の

杯 で 、 い ずれも ロ ク ロ成形の後は無調整。 5 、 6 は底部が非常に厚 い。 4 は、 底部をゆ び で お さ

え 、 へこ ませて いる ら し い。 4 、 5 、 6 はい ずれも 2号住居址付近か ら 出土してお り 、 同一時期

のものと思われる。なお、 6 は漆のような光沢のある黒色物 質を全 面に付 着 さ せている。 3 は

お お むね10世紀 代 、 5 、 6 、 7 は11世紀 代のものであろう。なお、 図示しなか っ た が 、 内 面に暗

文を有する杯片も出土している。

6 .  中 ・ 近世の遺構 と 遺物

1 号竪穴状遺構

6 号住居址西側の道路に大半を切られ た遺構である。大、 小 2基が切り 合 っ て い ると 思われ

るが、 下位のものが古 く 、 その覆土が上位のそれよりもかなり硬か っ た 。 下 位より 第 27図の 鉢

や黄瀬戸の陶器片が 出土したの で 、 中 ・ 近世のものと判断し た 。 他 の 壁 穴 状遺構と異なり 、 東

辺が ゆる ＜ 弧を描 く 。同遺構の中 で 、 大型の部類に入る。底面は非常に平坦である （第26図） 。

他の竪穴 状遺構群から孤立しているが、 同遺構がさらに北側にも分布すること 、 2 号 竪 穴 状遺

構 も 含め、 本遺構よ り 東側には同遺構が分布 しない こ とを推測さ せる。

出土遺物は、 第27図の鉢と黄瀬戸の皿と思われる陶器の細 片 のみ である。 鉢は ボ ー ル 状 の器

形 で 、 口 縁端が平坦である。内外面とも ヨ コ ナデされている が 、 内 面は特に平滑に仕 上 げられ

ている。本遺跡では他に類例 がない。

2 号竪穴状遺構

7 号住居址西側で見い 出 された 、 竪穴 状遺構群 では 1 号竪 穴 状遺構とともに最も東 側に 位 置

するもの である。隅がやや丸い正方形を呈する。本遺跡では最も一 般 的にみられる 大きさ であ

る。底部は平坦に掘られている （第28図） 。覆土は黒褐色粘質土 で ロ ー ム プ ロ ッ ク はない。

出土遺物は、 播鉢の破片 1 点のみで他は縄文時代の土器片 である。第29図 が それ で 、 緻 密な
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第 26 図 1 号竪穴状遺構 （水糸標高327 m )
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第 27図 1 号竪穴状遺構出土土器

胎土で、赤みのある黄褐色を呈する。外面に指

頭痕が多く、内面は非常に平滑である。

3 号竪穴状遺構

A区の最も東にある竪穴状遺構である。 こ の

付近より竪穴状遺構が多く分布するようになる。

非常に深いもので、本遺構の確認面直下にある

黒色帯を掘り ぬきその下底より約50-80cm ほど

下に至っている。掘り込み部のうち、南東部で

セク シ ョン面に内側に オ ー バ ー ハン グする部分

がみ ら れ る 。 黒色帯の深さか ら して、 削平以前

の地表面は現地表面と ほ ぼ同 じ であろうか ら 、

地下式壊と考 えるには浅す ぎる。 上部がやや内

側にせり出すとしても、天 囲のように上を ふさ

ぐものではなかったと考 えたい。土層は、 I 層

耕作土層、 II層暗褐色粘質土層で 1 - 5 cmの ロ ー

ム プ ロ ックを多く含む。 rn 層は暗褐色粘質土層

で ロ ー ム粒子を多く含む。 rn 層上面を木炭片を

多く含む黒色土帯が覆 う が、 こ れ は m層堆積後、

一時土層堆積が停止した状況を示すものと思わ

れる （第30図）。 円形を呈する。

� 

A↓ 

ー � 

®ーa
 

C 327 m D 
----8 ®  — 

゜ 2 m  

第 28 図 2 号竪穴状遺構

/
 ゜ 1 0cm 

第 29図 2号竪穴状遺構出土土器

- 29-



D←
 

゜ 2 m  
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第3 1図 3 号竪穴状遺構出土土器
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出土遺物 は 、 鍋形と思われる

内 耳土器の 破 片 1 点のみ で 、 他

は縄文～平安時代のもの で ある 。

第3 1図は 内 外 面とも ヨ コ ナ デが

みられ 、 外 面に指頭痕が 目 立 つ 。

砂粒を多く含む ス カ ス カ の胎土

で 、 外 面が ス ス を付着 させた よ

う に黒色を呈する。

4 号竪穴状遺構

隅 丸 方 形 の プ ラ ン で 、 かな り

大型 である 。 黒色 帯を掘 り込ん

で い るがかなり 浅 い 。 土層は 、

I 層 耕作土層 、 II 層 ロ ー ム プ ロ

ッ ク を含 まな い黒褐色粘 質土層 、

m 層 II 層よりも黒く大型 ロ ー ム

プ ロ ッ ク 、 黒色 帯 プ ロ ッ ク を 含

む黒褐 色 粘 質土層 、 IV層焼土と

白 色粘土 プ ロ ッ ク 、 V 層 後 世 の

攪 乱と思われる焼土 、 木炭 片 を

多 量に含む黒色 粘 質土層 、 VI 層

2 号 住 居 址 覆土 である 暗

褐色粘質土層である （第32

図 ） 。 焼 上や 白 色 粘 土 プ

ロ ッ ク のみられ る のは 本

例のみである。

出土遺 物 は 、 す べ て 縄

文～弥 生時代のものであっ

た 。
2 m 

c- O s— 

＂
 

第32図 4 号竪穴状遺構 （水糸標高 328 . 5m )
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5 号竪穴状遺構

ほと ん ど の部 分 が 発 掘

区 外にある の で プ ラ ン の

推定もで き な い 。 土 層は 、

覆土が 1 ,_, 3 cm ほ ど の ロ

ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含

む暗褐色粘質土 である （ 第

33図 ） 。



� 
328. 5 m  

2 m  

第33図 5 • 6 号竪穴 状遺構

c! 
A

 

6 号竪穴状遺構

非常に小型の竪穴 状遺構 で 、 非常に浅 い 。 小判形

に近い プ ラ ン であ る （第33図 ） 。 出土遺物はな い 。

7 号竪穴状遺構

9 号、 8 号竪穴 状遺構に切 ら れ、 発 掘 区 外に の び

る 状況 ではあ る が 、 隅 丸長方形の プ ラ ン と 思 われ る 。

非常に浅 く 、大半を耕作 で 失 われて い る と 思 われ る 。

底面は平坦 （第34図 ） 。

出土遺物は 1 点のみ で あ る 。 第35図 l は 、 土師質

土器の小皿 であ る が、 内 面 全 面に銅 と 思 われ る 溶 融

物が付着し、 ガ ラ ス 分が溶 出 して表面を覆 い 、 胎土

も須恵 質に変質して い る 。 口 縁 部が玉縁 状 に ふ く ら

むのは、変質に よ る ふ く ら みであ る 。

8 号竪穴状遺構

非常に長 い 隅丸方形の プ ラ ン であ る 。 7 号 竪 穴 状

遺構を掘り込んで い る 。 やはりかなり 浅 く 、 耕作 で
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第 34 図 7 · 8 · 9 号竪穴状遺構 （ 水 糸 標 高 328. 5 m )  
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第 35図 7 • 9 号竪穴 状遺構 出 土土器
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削られているものと思われる （第 34図） 。出土遺物は、 まったくみられない。

9 号竪 穴状遺構

非常 に 深い竪穴状遺構である。隅丸方形であるが、ほとんど発 掘 区 外 に あ り 、 その長 さ に つ

いては不明である。底面もかな り 平坦である。土層 よ り 切 り 合い関係が判断 できる。 I 層耕作

土層、 II 層 7 号竪穴状遺構の覆土 で 1cmほどの ロ ー ム プ ロ ッ ク を含む黒色 粘 質土層、 III 層大 型

ロ ー ム プ ロ ッ ク を含む黒褐色粘質土層、IV層 9 号竪穴状遺構の覆土 で 1- 3 cm ほどの ロ ー ム プ

ロ ッ ク を多量 に 含む暗褐色粘質土層、 V層 1cmほどの ロ ー ム プ ロ ッ ク を多 量 に 含む暗 褐 色 粘 質

土層である。 II 層下底面は非常 に 硬く、 7 号竪穴状遺構が 9 号 竪 穴状遺構を切 っ て いる状況が

わかる。

出土遺物は 3 点あ り 、すべ て土師質土器の小皿である。 また、す べ て 溶融物付 着 土器 で ある。

第35図 2はそのう ち の 1点である。外面がやや湾曲し、 口 縁は 薄 く 丸い。 底 部 がややと び 出 す

よ う にみえ、胴 下半部にわ ずかに段がつく よ うにみえる。同 面に銅と思われる溶融物が付着。

1 0号竪穴状遺構

隅丸長方形の大型の竪穴状遺構である。底面は非常に平坦である。 掘 り込 み 上部が 内 側に や

や突出する部分がある。 また、南西 隅 付近で、掘削時の 道 具 の 痕跡がみられた。 幅 30 cm ほど で

外傾 に ゆるい弧状に出る断面をもつもので、縦方向 にならぶ。土層は、 I 層耕作土層、 II 層 ロ

ー ム プ ロ ッ ク を含 まない暗褐色粘質土層、 III 層 1- 3 cmほどの ロ ー ム プ ロ ッ ク を多 量に 含む黒

褐色土層、IV層 ロ ー ム ブ ロ ッ ク をほとんど含 まない黒褐色土層である。

出土遺物は 6 点あり、他は全て縄文～平安時代の土器である。土 師 質土 器 の 小 皿や 内 耳土 器

の破片 である。第37図 1 - 3 がその一部 である。 1 は、土 師質小皿 であるが、塊 状に内 湾する。

外面 に菊花文と思われる ス タ ンフ
°
文様を有する。胎土は粗く、 赤 褐 色 で ある。 2は土師質の 小

皿 である。 口 縁部 内 面がややも り あがる。内外面とも ス ス が付着した よ う に うっすらと黒いが、

胎土は白 褐色 で緻密。 3 は内 耳土器底部破片 である。他に鉄 サイ風の溶融物 1点 出 土。

1 1 号竪穴状遺構

10号竪穴状遺構と形状や規模が似る。ただし北辺の両隅が台形 状に切られ て いる。 底 面は 非

常 に平坦である。土層は、V 層 1cm以 内 の ロ ー ム プ ロ ッ ク を少量 含む黒色粘 質土 層、 VI 層 3 -

5 cmの ロ ー ム プ ロ ッ ク を多 量に含む暗褐色粘質土層、VII層 ロ ー ム プ ロ ッ ク を ほとんど含 まない

黒褐色粘質土層、VJ[層 V 層に近似 する黒色粘質土層、IX層10号竪穴状遺構覆土 で 3 - 5 cmの ロ ー

ム プ ロ ッ ク を多量 に 含む暗褐色粘質土層、 X 層はIV層と同 じ 、 XI 層は III 層と 同 じ で ある。 こ の

土層 に よるか ぎ り 11号竪穴状遺構が 10号竪穴状遺構を切っていると考えられる （第36図） 。

出土遺物は、土師質の小皿 、 揺鉢、内 耳土器などが少 量ある。 また、 溶 融 物付 着 土 器も 3 点

みられる（第37図 6 、 8 を含む） 。 4 - 7 は土師質土 器 の 小 皿 口 縁 部である。い ずれも外面が

や や 湾 曲 する。 口 縁 内 側がや やもりあがるもの 4 、 7 と、体 部 よ り やや 薄 くな り 丸いもの 5 、

6 とがある。 6 の胎土がかなり 白 いが他は赤 みがある。 8 、 9 は小 皿 底 部である。 底 部 中央が

非常 に 薄くなる傾 向がある。底部 屈 曲部が非常 に 厚い。 8 は底 縁 部 がや や 出る よ う に みえ る 。

9 は外面が湾 曲 する。 8 は回転糸切りの後に板 状圧痕風のものが一条みられる。
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第4 1図 1 6 • 17号竪穴状遺構（水糸標高 328 . 5 m )
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第42図 18号 （左 ）・ 1 9号 （右 ）竪穴状遺構 （水糸標高328 . 5 m )

1 2号竪穴状遺構

1 1号竪穴状遺構に切られ、 プ ラ ン不明 であるが、かな り小型なものであろ う （ 第 36図 ） 。

1 3号竪穴状遺構

1 1号竪穴状遺構に切られ、 ほとんど発掘区 外にあるので、 プ ラ ン不明 （第 36図）。

1 4号竪穴状遺構

非常に大型である。東西にやや長 い 隅丸方形 プ ラ ン。北辺の東側がやや北に 出 る。 土層は、
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第43図 18号竪穴状逍構出土遺物

V 層 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を ほ と ん ど含 ま な い 黒褐色粘質土層 、 VI 層 2 C1/l ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 少

量含む 暗褐色粘質土層 、 vn層 3 - 5 cm ほ ど の ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 多 量 に 含 む 暗褐 色粘 質 土 層 、 VlII

層 ロ ー ム 粒 を 多 量 に含 む暗褐色粘質土層 、 IX層 5 C77! ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含 む 暗 褐 色

粘質土層 で あ る 。 V 、 VlII層 が本追構 の 覆土 、 W 、 VlI層 が 15号竪穴状遺構 、 IX層 が 17号竪穴状遺 構

の覆土で あ る 。 し た が っ て 、 本辿構 は 17号竪穴状遺構 よ り 新 し く 、 1 5号竪穴状遺構 よ り 古 い 。

出 土造物 は非常 に 多 い 。 土師質土器 の 小 皿 、 播鉢 、 内 耳土 器 の 他 、 鉢 形 の 土器 も あ る よ う で

あ る 。 第 39因 1 - 1 0 は 、 土 師質 の 小皿 で あ る 。 一般的 に 外 面 は 直線 的 で あ る 。 5 や 7 - 1 0 は 、

杯 で あ る か も し れ な い 。 ま た 10 は や や古 い も の か も し れ な い 。 1 は 口 縁 内 側 が く ぼ む 。 3 の 胎

土 が 白 褐色 で緻密 で あ る が 、 他 は 赤褐色で粗 い 。 13の底部 外 面 に 棒 状 の も の の 圧 痕 が 若干 み ら

れ る 。 1 1- 1 5 は 、 鉢 な い し 播鉢 で あ ろ う 。 1 1 、 1 4は外面 に指頭痕が み ら れ 、 内 面 は ナ デ。 1 2 、 1 3

は ロ ク ロ 整形 。 1 2 は 灰 色 を 呈す る 。 瓦質 に 近 い 。 1 1 と 15の底面 に 砂 ま き が み ら れ る 。 16 は 播 鉢 で
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第44図 18号竪穴状遺構出土石器

ある。底面 に板状のものの圧痕らしきものがある。17は剃刀状の鉄器。鉄 サイも出土。

1 5号竪穴状遺構

周辺で本遺構と切 り 合 う ものはすべて本遺構よ り 古 い。14号竪穴状遺構と覆土が近似し、 そ

のおおよその範囲程度しかわからなかった（第38図） 。土層は、 I層耕作土層、 II層ロー ムプロ ッ

ク を含まな い黒褐色粘質土層、 lII 層ロー ム粒を多く含み硬質の暗褐色土層 （小 型 の竪 穴 状遺構

があったかもしれな い） 、 W層 1 ,...., 3 cmのロー ムプロ ック を多量 に含む暗褐色粘質土層である。

II層がW層の覆土を覆って いる点注意。

出土遺物は 4 点ある。 第40図 1 は土師質の小皿 で、t宛形に近い。 2 は、 第39図 2 、 4 に近似す

る。 3 は揺鉢で、 口 唇 に一条の沈線がまわ り 、端部が尖る。他の 1 点は土師質の小皿 片。

1 6号竪穴状遺構

17号竪穴状遺構に切 られている。小型の隅丸長方形で、 東 西 にや や 長 い。 土層は、 I 層18号

竪穴状遺構の覆土、 II層本遺構覆土で 1 ,....,3 cmのロー ムプ ロ ッ ク を多量 に含む暗褐色粘質土層 、

lII層第 3小ピ ット群の P36覆土でロー ムプロ ッ ク を含まな い黒 色 粘 質 土層 、 W 層14号竪穴 状 遺

構覆土でロー ム粒を多量 に含む暗褐色粘質土層、 V 層17号竪穴状遺構覆土で大型 ロ ー ムプロ ッ

ク 層である。土層からして、本遺構は、切り合 う どの遺構より古い（第41図 ） 。遺物はな い。

1 7号竪穴状遺構

や や東 西 に長 い隅丸方形で、西辺が丸 い。第 3小ピ ット群 P 37が切って いる（第41図 ） 。

1 8号竪穴状遺構

本遺構は他と違い、西側 に突出部をもつ らしい。これはセ ク シ ョ ンから判 断したも の である。
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第 46図 22号竪穴状遺構出土土器

夏

I 層 1 - 2 cmほどの ロ ー ム

プ ロ ッ ク を少 量 含 む 暗 褐 色

粘 質 土 層、 II 層 第 3 小 ピ ッ

ト 群 P 32覆 土 で ロ ー ム プ ロ ッ

ク を含 ま ず 非 常 に 軟 質 の 黒

色 粘 質 土 層、 m 層19号 竪 穴

状遺 構 覆 士 で 1 - 4 cm ほど

の ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 多 量に

含 む 暗 褐 色 土 層 である 。 I

層 と 皿 層 の境 界 は 硬 くなっ

て い た 。 なお、 第 3 小 ビ ッ
； 卜 群 P 34 は 本遺構 よ り 古 い 。

出土遺 物 は、 土 師 質 土 器

の 小皿や 内 耳 土 器 で、 溶 融

物 付 着 土 器 が非 常に 多 い の

が特徴 で あ る。 ふ い ご の 羽

口 も 1 点出土 した 。 ま た 、

播 鉢 の 細 片も 1 点ある 。 第

43 図 1 -11が土 師 質 土 器 の

小 皿 である 。 1、 2 、 6 以

外 は 溶 融 物 付 着 。 5 は 口 縁

部が高熱 で発 泡 。 全 体 に 外

面が湾曲 するものが 目 立つ 。

12 は 内 耳 土 器 底部。 13が 小

型 の ふ い ご の 羽 口 。 他 に 鉄

サ イ 風 の 溶 融 物、 石 錘 （ 第

44図 ） も出土 。

1 9号竪穴状遺構

南北にやや 長 い 隅丸方形 を呈する。 非常に深 い 。 第 3 小 ピ ッ ト 群 P 30より は 新 し い が、 P 33、
P 31との関係 は 不 明 。 P 32と18号竪穴状遺構 より古い （第42図 ） 。 遺物 はない。

20号竪穴状遺構

東西にやや 長い隅丸方形 で、非常に小型 。 21号竪穴状遺 構 よ り 古 い が、18号 竪 穴 状 遺 構 と の

関係 は 不 明 である （第45図 ） 。 遺物 は出土 はなかった 。

21 号竪穴状遺構

東西にやや長い隅 丸方形 で、非常に小型 。 土層 は、 I 層 本 遺 構 覆 士 で ロ ー ム 粒を多 く 含 む 軟 質
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第48図 23号竪穴状遺構出土土器

の暗褐色粘質土層、II層20号竪 穴状遺構覆土で 1 � 3 cmほどのロ ー ムプロ ッ クを少量含 む暗褐

色粘質土層、 m層 22号竪穴状遺構覆土で 3 � 5 cm のロー ム ブロ ッ ク を多 く 含 む 黒 褐色 粘質土 層

である（第45図）。遺物は出土しなかった。

22号竪穴状遺構

東西 に 長い隅丸長方形を呈す。非常 に 深い。 2 1号竪穴 状 遺 構 よ り 古いが、 第 3 小ピ ット群 P

46�48 と の関係は不明 （第45図）。

出土遺物は 5 点で、 う ち 4 点を図示した（第46図）。全て土師質土器の小皿 。 1 と 4 が溶融物

付着土器。 1 、 2 、 4 は外面が湾 曲する。 3 の胎土が 白 褐色で緻密。 4 の 口 唇は平坦。

23号竪穴状遺構

南北 に 長い隅丸長方形 と 思わ れるが、発掘区外にある部分も多 い 。 上部の 大半が耕作され、

底面のみ残存した と 思われるが、 浅い皿 状であり他 と 異なる。 覆土が床面のよう に 硬 く なって
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お り 、 かな り 古い段階で削平

D )1 さ れ 、 そこが生 活 活 動の 場と
T 28 

なったとも思える。 土層 は 、

I層耕作土層 、 Il 層平面図中

破線で示した硬 い 暗 褐色 土 の

ブロ ックを含む黒色粘質土層 、

m層 1 cm ほどのロ ー ム ブ ロ ッ

クを多量に含む暗褐色 粘 質 土

層 、 IV層硬くしまったロ ー ム

プロ ック層 、 V 層黒色 粘 質 土

層である。第3小ピット群 P 20、
T33 //---___� . J4 \1 

21 、 25と26号 、 27号竪穴状遺 構

より古く 、 P 22-24、 24号 、 25

号竪穴状 遺 構 よ り 新しい （ 第

47図）。

出 土 遺 物 は 、 土 師質土 器小
a 皿 と内耳土器である。 第 4 8図

は小皿 である。 口 縁 内側 が も

り あがる も の ( 1 、 3 、 4 ) 、

外面中 央 が も り あ が る も の

®― ( 1 - 4 ) があり 、 外面 は 非常
D 

に 直線的である。 1 、 3 は 内

面黒色。

24号竪穴状遺構

小 型の小 判 形で底面が 弧 状

にく ぼむ（第49図）。 P 26と関
＠ー

係不明。小皿 底 1 点 出土。

25号竪穴状遺構

円 形 で 底 面が や や く ぼ む

（ 第49図）。 口縁が内 傾 する碗

形の小皿 の 出土 （第 51図 ） 。→ 
吋

26号竪穴状遺構

印 南北に長い隅 丸 長方形。 27

号竪穴状 遺 構よ り 古い。 土 層゜ 2 m  

は 、 I層 27号 覆 土で 1 cm 前後

第54図 28-36号竪穴状遺構(1) (水糸標高329m ) のロ ー ムプロ ックを多量に含
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第 56図 34 • 35号竪穴状遺構 出 土土器

l 

4 
ヽ I J I 

1 0cm 

む黒褐色粘質土層 、 II 層 26号覆土で 3 - 5 cm ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 少 量 含 み 硬 質 の 黒 褐 色 粘

質土層 、 m 層 ロ ー ム プ ロ ッ ク を あ ま り 含 ま な い 非常 に 硬 質 の 黒色粘質土層 で あ る （第 50図 ） 。

出 土遺物 は 、 内 耳土器 が ほ と ん ど で 、 小皿 は 図示 し た 3 点 と 溶 融 物 付 着 の 1 点 の み 。 第 5 3図

1 - 3 が土師質 の 小皿 。 4 - 6 が鍋形 の 内 耳土器。 口 縁 が直立す る 。 同 一個 体 ら し い 。

27号竪穴状遺構

南北 に 長 い 隅丸長方形 。 26号 と 同 様 に 小 ビ ッ ト と の 関係不明 （第 50図 ） 。

出 土遺物 は 、 内耳土器 片 、 播鉢片 、 小皿が少量。 第 5 2図 1 、 2 は 土 師 質 の 小 皿 。 1 の 外 面 に

漆状 の 黒 色物質付着 。 2 の 底面 に 板状圧痕が明 瞭 。

28号竪穴状遺構

東 西 に 長 い 隅丸長方形 で 、 東 、 西辺 が か な り 丸 い 。 本遺構付近 は竪穴状遺構 が 多 数切 り 合 う 。

こ こ で土層 を 説明 し 、 新 旧 関 係 を 述 べ た い 。 a 層 耕作土層 、 b 層 ロ ー ム 粒 を 少 量 含 む 暗褐 色 土

層 、 C 層 3 - 5 cm の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 少量含む 黒褐色土層 、 d 層 ロ ー ム プ ロ ッ ク を あ ま り 含 ま

な い 黒色土層 、 e 層 3 - 5 cm の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多量 に 含 む 暗 褐 色 土 層 、 f 層 ロ ー ム プ ロ ッ ク

を 含 ま な い 黒褐色粘質土層 、 g 層 3 - 5 cm K ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含 む 黒 褐 色 土 層 、 h 層 暗

褐色粘質土層 （比較 的新 し い 攪乱 か ） 、 i 層 1 cm ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含 む 暗 褐 色 粘

質土層 、 j 層 3 cm ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多量 に 含 み非常 に 硬 質 の 暗 褐 色 粘 質 土 層 、 K 層 1 cm 

ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含 む 暗褐色粘質土層 、 1 層 3 cm ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に

含み軟質 の 暗褐色粘質土層 、 m 層 ロ ー ム プ ロ ッ ク 層 で非常 に 硬 質 、 n 層 1 cm ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ

ク を 多量 に 含 み ボ ロ ボ ロ の 暗 褐 色 粘 質 土 層 、 0 層 大 型 ロ ー ム プ ロ ッ ク 層 、 P 層 3 cm ほ ど の ロ
ー ム プ ロ ッ ク を 少量含 む 黒褐色粘質土層 、 q 層 1 cm ほ ど の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含 み ポ ロ ボ

ロ の 暗褐色粘質土層 、 r 層 ボ ロ ボ ロ の 小型 ロ ー ム プ ロ ッ ク 層 、 S 層 1 cm 以 下 の ロ ー ム プ ロ ッ ク

を 多 量 に 含 む 暗褐色粘質土層 で あ る 。 切 り 合 い を 、 古→新 で 示 す と 、 29号→28号 、 29号→ 3 1 号 、

32号→3 1号 、 33号→32号 、 33号→35号 と な る 。 切 り 合 う も の の う ち 、 28号 と 31号 、 30号 と 3 1 号 、

36号 と 33号 、 34号 と 35号 の 関 係 は不明 （第54、 55図 ） 。
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第 64図 第 2小 ピ ッ ト 群 p 2内出土土器

29号竪穴状遺構

ほぼ正方形の隅丸方形を呈す。小型であるが深い （第55図） 。遺物はない。

30号竪穴状遺構

31号に切られて形 状不明。 お そらく隅丸長方形。非常に浅い （第55図 ） 。遺物はない。

31 号竪穴状遺構

東西に長い隅丸長方形。かなり深い （第55図） 。内耳土器片と土師質小皿片 各 1 点が出土。

32号竪穴状遺構

南北にやや長い隅丸方形で、各辺が丸い。かなり深い （第55図） 。遺物はな い。

33号竪穴状遺構

南北に長い隅丸長方形。非常に深い （第55図） 。掘削工具痕が明瞭 （図版 5 ) 。遺物なし。
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34号竪穴状遺構

形状不明。 お そ ら く隅丸方形 （第55図 ） 。遺物は小皿片 1 点 （ 第56図 1 ) 。

35号竪穴状遺構

お そ ら く 隅丸方形 で、かなり大型 と 思 わ れる （第55図 ） 。出土遺物は 多い。 土 師質土器小皿、

内 耳土器、擢鉢が出土 している。 第56図 2 、 3 は土師質の小皿。 3 、 4 内 耳土器 である。

36号竪穴状遺構

残存部が非常に小範 囲 で 形態がまった く不明 （第55図 ） 。 遺物の出土 も な い。

37号竪穴状遺構

東 • 西辺 の一部が確認 で き るの み で、 形 態は不明。 覆土は、 1 ,_, 3 cm の ロ ー ム プ ロ ッ ク を多

量に含 む 黒褐 色粘質土層 （第57図 ） 。出土遺物はなかった。

38号竪穴状遺構

南北にやや 長い隅丸方形。39号との関係は 不明 （第57図 ） 。 出土 遺 物 は 5 点で、 第58図 1 が

土師質の小皿、 白 褐色緻密胎土 で器高 が低い。 2 は 内 耳土器 で非常に 薄 く、特異な 胎土 。

39号竪穴状遺構

東西にやや 長い隅丸方形 で、 西辺 中 央に突出部がある。 突出部に ロ ー ム プ ロ ッ ク が 残 存 。 あ

るいは小 ピ ッ ト であったか も しれない （第57図 ） 。遺物はなかった。

40号竪穴状遺構

ほぼ正方形 の隅丸方形 。 2 号に近似する。 覆土は 1 cmほどの ロ ー ム プ ロ ッ ク を多 量に 含 む 暗

褐色土層 （第59図 ） 。遺物は 6 点ある。 第60図 1 - 3 は土師質小皿。 3 の底部に板状圧痕風な も

のが み ら れる。 4 、 5 は 陶器質の鉢 で、内 外面に赤色塗料の塗布あり。

41号竪穴状遺構

北半がないが、隅丸方形 ら しい （第61図 ） 。 出 土 遺 物 は 4 点で、 3 点が 溶 融 物 の付 着 した 土

師質小皿。 第62図 3 、 4 は土 師質の小皿 で、 3 が溶融物付着土器。

42号竪穴状遺構

隅丸方形 だが南半は 不 明。 第 4 小 ビ ッ ト 群との関係は 不 明 （第61図 ） 。小皿出土 （第62図 2 ) 。

43号竪穴状遺構

円 形 で、 25号に似る （ 第61図 ） 。 片 口 の揺鉢片が出土。 口 縁 内 側 は 磨滅 （第62図 6 ) 。

44号竪穴状遺構

南北に長い隅丸方形 （第61図 ） 。 土師質の小皿が出土 （第62図 1 ) 。

第 2 小 ピ ッ ト 群

4 号竪穴状遺構を囲 む小 ピ ッ ト 群。ほぼ東西方向 の配列性 が 考 え う る （ 第63図 ） 。 p 2 内 か

ら 土 師質の小皿 2 点出土。 第64図 1 はほぼ完形。底部中 央をおさえ 。 2 も 土 師質小皿 片 。

第 3 小 ピ ッ ト 群

61の小 ピ ッ ト よりな る。 た だ し、竪穴状遺構 と の切り 合い関係から す れ ば、 新 旧 の も の があ

る。東西方向に北が低くな る段があり、 こ れに そって配列する も のが多い。 ま た、 こ れに 直 交

する配列も考 え うる。土層は、 I 層 耕作土層、 II 層 ロ ー ム プ ロ ッ ク を含 ま な い黒 褐 色 粘 質 士 層、
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第71図 第 5 小 ピ ッ ト 群 出土逍物 (1 )

皿 層 3 - 5 C71t の ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 量 に 含 む黒褐色粘質土層 、 IV 層 p 1 の 覆 土 で ロ ー ム プ ロ ッ

ク を 少量含む 暗褐色粘質土層 で あ る 。 皿 層 は 西 に 落 ち る 南北 方 向 の 段 西 側 を 埋 め る よ う に し て

あ り 、 あ る い は竪穴状遺構 が あ っ た の か も し れ な い 。 東 西 方 向 の 段 よ り 上 は 、 ロ ー ム 上 面 が平

坦 に 踏 み し め ら れ て い る 。 II 層 は多 量 の土 器 を 包含 し て お り 、 小 ビ ッ ト を 覆 う と 思 わ れ る 。 セ

ク シ ョ ン 東 側 の 礫 は こ の付近 に 多量 に存在 し 、 遺物分布 と 重 な る 。 耕 土 の 中 に 洗 い 出 さ れ た の

だ ろ う （第65、 66図 ） 。 II 層 中 に 含 ま れ た遺物 を 中 心 に 、 第67-69図 に 示 す 。

第67図 1 は 、 P 30内 出 土 の 溶融物付着土器。 2 は 、 P 3 1 内 出 土 。 他 は 全 て II 層 中 出 土 。 2 は 完

形。 3 - 7 は 、 土師質 の 小 皿 。 6 は溶融物 に よ り 変質 し た も の 。 7 は 内 面 に タ ー ル 状 黒 色 付着

物 あ り 。 8 は鉢 で あ ろ う 。 土師質 で あ る 。 9 、 10は播鉢。 9 は 片 口 で 内 外面 と も に黒ずん で い る 。

1 1 は 、 胎土や整形技法 が 内 耳土 器 に 似 る が 、 底径が小 さ く 、 器壁が直立す る 。 鉢 か 。 内 面 に タ ー

ル状物質付着。 1 2 は 内 耳土器。 第 68図 は 全 て 内耳土器 で あ る 。 内 耳土 器 は 一般 に 、 口 縁 部 が 内 外

面 と も ロ ク ロ 回転 に よ る ら し い ョ コ ナ デ と 胴部外面 の 指頭痕が み ら れ 、 前 者 が 後 者 の 後 に 行 わ

れ る 。 内 面 は ヨ コ ナ デで あ る 。 口縁部 内 面 が や や く ぼ み ぎみ で あ る 。 外 面 は 全面 黒 色 で あ る 。

本遺構 の も の は 、 底 面 に 砂 ま き の 技法 が み ら れ な い 。 鍋形 ( 1 、 2 、 5 ) と 鉢形 ( 3 、 4 ) と が

あ る 。 第 69図 1 - 3 は石錘、 4 は 周 縁部 に 敲打痕 の あ る 円 盤形 の 石 器 、 5 、 6 が 火 打 ち 石 で あ

る 。 1 - 4 が凝灰岩 、 5 、 6 は石 英 。
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第72図 第 5 小 ピ ッ ト 群出土遺物 (2)
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第 4 小 ピ ッ ト 群

4 個の小 ビ ッ ト か らな る。 配列 性 は 不 明 （第61図 ） 。 遺物 もな い 。

第 5 小 ピ ッ ト 群

発 掘 区の最西端にある。 6 個 の小 ピ ッ ト が弧状の V 字溝に関連するようにある。 そ の南西 側

に礫の集積がみ られる。 集積はやや 掘り く ぼめ られ た 半 円 形 の 地域にあり 、 底面からやや 浮 い

て面をな して い た 。 集積 は 北面で東西方向に直線的に分布がと ぎれる。 そ のと ぎれ 線 と関連す

るかのよ う に そ の東方に長方形 の掘り込 みがあるが、 この底面の傾斜 と 集積 の 傾斜 と が一 致 し

な い 。遺物 は 、 こうした 遺 構群の全面に分布し、 レベル的に も 幅がかなりある。 礫 の 集 積 部 で

は 、 礫 と 同 レベルか ら 上方に多 い 。 土器を含 む土層 は 非常に 硬 く 、 各 遺 構 の 覆 土 も 同 様 であっ

た （第70図） 。出土遺物が豊富で 、 陶器や 土師質士器小皿 、 内 耳 土 器 、 播 鉢 、 砥石 、 火 打 ち 石な

どがある。 第7 1図 1 は 、 志野焼の小皿 である。非常に 細 片 であるが、 底部 中央をの ぞ き 全面に施

釉がみ られる。 陶 器 で は 、 鉄釉天 目 片 1 点がある。 2 -17 は 土 師質 小皿 である。 2 、 3 が溶融 物

付着土器。 1 8は砥石。第7 2図 1 - 3 は 、 播鉢。 4 - 7 は 内 耳土器。 4 、 5 は 、 第 3 小 ピ ッ ト 群 の

も のと違 い 、 胎土が硬 く 、 器壁が薄 く 、 口 唇が平坦。 底面に砂 ま き がみ ら れる。 他の破片 も 同様

であり 、 き わ だ っ た 差を み せ る。火打 ち 石は 、 石英の破片 である。

そ の 他 の 中 ・ 近世遺物

第73図 1 は 、 土 師 質 小皿 で 、 A 区東端部出土。 2 、 3 は B 区南端部出土 の 内 耳 土 器 。 2 は 、

い わ ゆるほ う ろ く 形に 近 い も の か。 4 、 5 は 、 A 地区出土の北宋 銭 で 、 4 が治元平宝 、 5 が元祐

通宝 である。
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第 4 章 弥二郎遺跡 の 調査

第 1 節 調査の方法 と 経過

発 掘調査は、水管埋設によって掘削 される幅 3 - 5 m の部分ついて行った。 関 東 農 政 局が設

定 した工事用の セ ン タ ー 杭を基準に、発掘 区の中央に 5 m 間 隔 で 実 測用基準杭を設定 し た。 表

土は 、 重機によって除去 したが、非常に薄く、20-30cmであった。 表土 （耕作土 ） を 除 去 し た

後に、基準杭を設定 し 、 ジ ョ レ ンによる遺構確認作業を行った。遺構は、 発 掘 区 の最も高い地

域に集中 しており、 1 回程度の ジ ョ レ ンによる遺構確認作業です ぐ に確 認 することがで き た。

発掘範囲が狭いので 、 遺構は、 い ずれかの部分が発掘 区外にと び 出 し ていたが、 関 東 農 政 局と

協議し、工事用道路付設部分など工事に関連 して借り上げた部分に限って発 掘 範 囲を部分的に

拡 げ、なるべく遺構の全体を把握できるように努めた。その結果、 3 軒ある 住 居 址 の う ち 、 2

軒はほぽ完掘 する こ とがで き た。一方 、 3 号住居址から西 側 の部分につ い ては、土層がかなり

攪乱を受けており、 ゴ ポ ウ の作付によると思 われ る 、深く細 長 い 攪乱溝を多数確認で き た。 ま

た、 3 号住居址のす ぐ 西側の部分は、 かなり古 い段階ではあるが 、 深 掘 されており、遺構があ

ったと し ても、完全に破壊されているものと思 われる。 1 号 住 居 址 の 覆土から先土器時代 の 石

器を確認したので周辺を掘り下 げた。黒色帯を掘り ぬき、かなり 広 範 囲に深 掘 し たが 、 剥 片 1

片だに確認で き なかった （第74図 ） 。なお、図 面には示さ なかったが、 発 掘 区 西 端において、

発掘区の南側が扇 状に工事用道路で削られることになったが、 調査の結果、なにもないことを

確認 した。 出土遺物、遺構は、弥生時代後期後半と思 われる住 居 址 3 軒、先土器時代 石 器 1 点

の他、縄文時代前期末 、 中期中葉 、 後 葉の土器や石器、 弥生時代 後 期後半 、 中 ・ 近世の土器が

出土している。

第 2 節 層 序

土層断面は、 発 掘 区北壁で観察 し 、 発掘区全域をカバー で き るように作 図 し た （第75図 ） 。

セ ク シ ョ ン ポイ ン ト は、 第74図中に示 してある。第 I 層は耕作土層 、 第II 層は明褐色 ロ ー ム 層

で ソ フ ト ロ ー ム 層にあたる。第III 層は ロ ー ム 層中の黒色帯 、 第 1V 層は 白 褐 色 ロ ー ム 層で軟 質で

ある。黒色帯は こ の層にくら べ て 硬質で、部分的に プ ロ ッ ク 状に分布する場 合 も ある。 V 層は

ハー ド ロ ー ム 層、VI層は暗褐色粘質土層で発掘 区西端部のみに分布 し 、 ハ ー ド ロ ー ム層 の上に

あって縄文土器を含 み、非常に硬質である。VIl層も発 掘 区 西 端 部 のみにみられる土層で、 黒 褐

色粘質土層で、非常に粘土質で硬質である。ハー ド ロ ー ム層下 位 の 自 然土層である。 発 掘 区 西

端部では 、 その下位にVlll層くされ礫層を確認 した。くされ礫層の層理 面は、 非 常に平坦であっ

た。東端部では確認できなかったが、 く され礫層が西端か ら 東 端へ平坦に続くとしても 、 発 掘

範囲より下 位に露出するはずである。 しかし 、 東側では全 面に ロ ー ム 層が覆い、地形 の 傾 斜に
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第74図 遺跡周辺地形 お よび遺構配置図
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て黒色帯の傾斜がみられる。したがっ

て、本台地西側では、 ロ ー ム層を含め

た台地の開析が、東側では開析の後 の

ロ ー ム層の堆積が考えられる。西 側 斜

面の形成時期が西側 の それにくらべて

格段に新しく、 そ の段階には台地 西 側

のみに選択的に開析作用が働 いたこと

になる。これは、西側斜面が急で、 東

側が ゆるやかである点に対応する。こ

う したありかたは、横畑遺跡のありか

たと近似して いる。
O 5cm 

第 3 節 遺構 と 遺物 第76図 先土器時代石器

1 . 先土器時代の遺物

先土器時代の遺物としては、 1 号住居址覆土から出土した、ナ イ フ形石器 1 点のみである。

いわ ゆる切出形をしたものである。横剥 ぎの部 厚 い 剥 片を素 材にして い る。 素 材 正 面には、 主

剥離面と同方向、逆方向 の大規模な剥 離がみられる。 ブ ラ ン テ ィ ン グは、 素 材 の 剥 離 方 向 と 直

交する方 向に行われて いる。裏面のみからなされるが、非 常に大規模で深 い ものと、 そ の剥 離

の後にその剥 離にそってなされた小規模なものとがある。後者は鋸歯 状の縁部を形成して い る。

ところで、石器 中 央の最も高 い部分から先端側に、両縁部から 中 心にむかって平坦な 小 規 模 剥

離が何枚かみられる。これらは、 プ ラ ン テ ィ ン グに切られて お り、 素 材時のものか、 整 形 時の

ものか不明である。 そ の部位が先端側にか ぎられる点からして、 整形時の可能性の方が高 い か

もしれな い。先端と末端を欠損して いる。黒曜石製。

2 .  縄文時代の遺物

第77図 1 - 3 は、前期末の土器である。 1 は、 口 縁部が ラ ッ パ 状に開く深鉢の胴部破片で、細

い 隆帯の上に半歓竹管による押し引き文をほどこし、同 心円 状の文様を構成して い る。 2 は、

縄文地文の上に細 い 隆帯を 3 本貼付し、半戟竹 管による押し 引 き文を施して い る。 3 は、 縄 文

地文を太 い 隆帯で上下を画し、円 形の竹管を押しつ けた列点文を縄文帯の中にほどこして い る。

頸部に沈線がめ ぐる。 4 、 5 は、 中 期中葉の土器である。 4 は浅鉢の口 縁部で、細く先端の丸 い

工具で押し引きの沈線文を内 面にほどこして いる。 5 は、 いわ ゆる 「 キ ャ タ ピ ラ 文 」 の ほどこ

されたもので、 そ の上下を先端三角 形の細 い工具による押し 引 き文で画して い る。 さらに その

外側に、波 状沈線が並行する。 キ ャ タ ピ ラ 文の間はや やもりあがる。 6 、 7 は 中 期後 葉 の 土 器

である。 6 は、縄文地文に直線 状、波 状の貼付文を付して いる。 7 は、いわ ゆる 「ハ の字文」 を

ほどこしたものである。 8 は、中 期 中 葉の把手である。
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第77図 縄文時代土器

虚
鰐

5cm 

第78図は、縄文時代の凹基無茎鏃である。 黒曜石製。 第79図

1 は、石匙である。 頁岩製。 3 は、 ク ポ ミ 石。 表 裏に そ れ ぞれ

2 孔、側面に 1 孔がある。 4 は、 ク ボ ミ 石と ス リ 石、 タ タ キ 石

の合体したもの。 表裏に 4 孔 ず つ が み ら れる。 ま た ス リ 面は 4

面み ら れ る 。 タ タ キ面は 上下に み ら れ る 。いずれも安山岩製。
第78図 縄文時代石器 ( 1 )

3 .  弥生時代の遺構 と 遺物
1 号住居址

発掘区の最も高い地域に ま と ま る住居址群のう ち最東端のもの。やや 北 西 ー 南 東方向 に 長 い

隅丸方形 の プ ラ ン 。ほと ん ど耕作で削 ら れ ており、壁の立ち 上り は 5 -10cm 程 度であった 。 柱

穴 3本と炉址を確認。柱穴のもう 1本は、動物生活痕と思 わ れ る ト ン ネ ル 状 の 穴に よって 破 壊

さ れ ている。炉は、北西 よ り の 2 本の柱穴の間に設置 さ れ て い る。 20cmほどボ ー ル状に掘 り 、 そ
の中に壺胴部の大型破 片を埋設 している。 土器片は 床面と同 一面か ら 3 cmほどが出る よ うに、

ま た 上端が水平に そ ろ う よ う に埋設 さ れ ている。床面より出る部分は二次焼成を受 け、黒 くなっ
ていた。床面は炉の 周 辺に若干残るの みであった。出土 遺物 は 覆 土 中に はな く、 動 物 生 活 痕 の
中に 落 ち 込 んでいるものがほと ん どであった （第80図 ） 。

第81図は壺形土器 口 縁部。 口 唇に付文を 3 個 つ け て い る。 内 面に 細 かな 縄文がほど こ さ れ て
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第79図 縄文時代石器 (2)

いる。 2 は そ の 拓本。 3 は 小型 の 壺形土器である。 内 外 面 と も ハ ケ 目 が み られ 、 底部外 面に 木

葉痕がある。 4 は台付甕形土器 の台部。 5 は土錘 と 思 われる。

2 号住居址

北側半分が発掘区外にある。 こ の部分に柱穴 2 本 と 炉址があるも の と 思 わ れる。 東 • 西 辺 が

弓 状に ふ く ら み 隅丸方形 の プ ラ ン ら しい。南東隅近くに ピ ッ ト がある。 土層 は 、 I 層 耕 作 土 層 、

II 層 暗褐色粘質土層 、 m 層 木炭片を少量含 む黒褐色粘質土層 、 IV 層 木 炭 片 ・ 焼 土 塊 を多 量に 含

む 黒 色粘質土層である。 IV 層 のあり か た か ら して 、 火災住居である可能性が強い。 出 土遺 物 は 、

三軒の住居址の中で最も豊富である。南東隅にほと ん どが分布 し、 ビ ッ ト 内に 落 ち 込 ん だ 状 態

で 出 士 したもの （第83図 2 ) もあった 。 ピ ッ ト 内にも焼土が レ ン ズ状に分布 して い た （第82図） 。

出 土遺物は 、 壺 形 土器と台付甕形土器である。第83図 1 は 、 壺形土器である。 胴部を欠 く が 、

底および肩部以上 の 残 り はよい。 内 外 面 と もハ ケ 目 調整。折 り 返 し口 縁で 、 断 面 形 は 四 角 であ

る。胎土が粗 い 。 2 は 、 台付甕形土器である。外面ハ ケ 目 調整。 内 面は ハ ケ 目 調整 の 後 、 横方向

の 細 い ヘ ラ 状工具による調整がな され、 器面が非常にな め ら かである。 胎土が非常に 硬 質 で 緻

密。 3 - 5 は 、 台 付甕形土器 の 台部である。 3 は 、 外面ハ ケ め 調整 の 後 ナ デ調整。 内 面は ナ デ調

整。 4 、 5 は 内 外 面 と もハ ケ 目 調整。 3 が ビ ッ ト 内 出 土 、 4 、 5 は底面を上に む け てよ り そ う よ

うに して 出 土 した 。 6 は 甕形土器である。外面ハ ケ 目調整 。 内 面 ヘ ラ 調整で 、 2 同 様 内 面 が非

常にな め ら かである。 胎土も硬質で緻密。
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第84図 3 号住居址 （水糸標高324m )

3 号住居址

北部お よ び西部を攪乱に よって破壊 さ れている。 径 の 小 さ い柱 穴 2 本 、 炉 址 、 ビ ッ ト があ る 。

炉址は 、 四角 柱 の 棒状の 石を横に して埋設し、 ま く ら石と して い る も の である。 浅 い 皿状 に掘

り くぼめ た部分 の 南側 に 、 住居址東辺 と 直交する方向で設置 して い る。 ま く ら 石 北 側 、 く ぼ み

の 底部 に 焼土が み られ た 。 ピ ッ ト は 、 2 号住居址とほぼ同 じ 、 南東隅より にある。 半 円 形 の プ

ラ ン である。 住居址 の プ ラ ン は 、 隅丸方形 であ ろ う 。土層は 、 I 層 耕作土層 、 11 層 木炭 片を少量

含 む 暗褐色粘質土層 、 m 層木炭片 、 焼土塊を多量に含 む 黒 色 粘 質 土 層 である。 m 層 のありかた

から して 、 火災住居址 である可能性がある （第54図 ） 。出土 遺物 は 、 ヒ° ッ ト 内 よ り 、 台 付甕 形 土

器 の 細片が少量出土 した の み であった。
そ の 他 の 弥生時代の 遺物

第85図 l は 、 弥生時代後期 の 壺 形 土 器 である。 内 外面と も ハ ケ 目 調 整 の 後 、 ヘ ラ ミ ガ キ 。 内
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第85図 弥生時代 お よ び中 ・ 近世辿物

面 の 頸部以下 に輪積み の痕跡が明瞭。 胎土 は非常 に硬質 で緻 密 。 2 は 、 弥 生 時 代 後 期 の 台 付 甕

形土器台部。 台 部 内 外 面 と も ハ ケ 目 調整。 台部内面以外 は 全 て ヘ ラ ミ ガ キ の う え 赤 色塗 料 を 塗

布 し て い る 。

4 .  中 ・ 近世の遺物

第85図 3 � 1 2 は 、 中 ・ 近世の土器で あ る 。 1 �10 は土師質土器の小皿であ る 。 4 � 7 が 口 縁部 で 、

4 、 7 の 口縁が口唇 に む か っ てやや薄 く な る か ほ ぽ同 じ 厚 さ な の に対 し 、 5 、 6 はか な り 口 唇部付近

で肥厚す る 。 肥厚 は 、 内面にむか っ て な さ れ、 口縁内側 に浅い段がで き る よ う な状況に な る 。 し か し 、

いずれ も 口縁部 は厚 く 作 ら れ て い る 。 5 、 7 の胎土 は 、 白褐色で緻密。 4 、 6 は黄褐色でやや粗い。

8 �1 0 は土師質土器の 小皿の底部であ る 。 いずれ も かな り 厚 い。 胎土 は い ずれ も 粗 く 、 8 が黄褐色、

9 が 白褐色、 1 0が黒褐色を呈す る 。 1 1 は播鉢の 口縁部破片であ る 。 外面 ロ ク ロ 整形の後、 底部側 を指

頭に よ る お さ え がみ ら れ る 。 内面 は 、 非常 に平滑な面が ア バ タ 状に剥落 して、 非常に荒れた状態に な っ

て い る 。 口 唇 に は 、 浅 い一条の沈線がめ ぐ る ら し い 。 口唇端 は 、 外側 は鋭 く 尖 る 。 胎土 は、 赤 み の 強

い黄褐色で、 赤色粒子を含みかな り 緻密。 12は、 内耳土器であ る 。 外面 は ロ ク ロ 整形 の ま ま で 、 指頭

痕がみ ら れ な い 。 内 面 は や や荒れて い る 。 底面 に砂ま き は な い。 赤褐色の胎土で、 やや粗い。
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第 5 章 横畑遺跡周 辺の地形 と地質

層 群 は主 と し て 礫層 か ら な り 、 黒富士火 砕 流

（三村 ， 1967 ) •韮崎岩屑 流 （三村 ほ か ， 1 982 )

を 挟在 し 、 黒富士火砕流 の 直上 に は シ ル ト 層 •

珪藻土層 が堆積す る 。 曽 根層 群 を 不整合 に お
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おって 御岳火山第一軽石層 (Pm - I : 小林ほか， 1 967) を最下部にもつ 褐 色 風 化 火山が約 3 m

の厚さで 堆積す る 。

2 .  遺跡周辺の微地形 と 地質

本 遺跡 は、標高320-330mの台 地上に位置する 。 こ の付近の台 地は開析が複雑に進 んで お り 、

あ ま り広い平坦面は存在しない。最も高い面は 遺跡北方の御崎神社の位置す る標高約330mの平

坦面であ る 。 A 区の北限の道路から北側に広が る畑地は 一段 低い平坦面であ る 。 本 遺跡 A 区 は

こ の平坦面 と 御坂山地 と の間の南北性尾根状斜面の下部に位置 してい る 。 B 区 は平坦面から東

側の小河川に ゆ るや かに傾斜 す る斜面上に位置 してい る 。 遺跡 西方の 法 乗 寺 は本遺跡 と 同 じ 面

上にあ り 、 こ の 間に 存在する 40m幅の谷地形 は 仲 川 の 旧 流 路であった と 考 え られ る 。 大 鳥 居 地

域の大部分は仲川の開析面から構成され る 。伝竜院 が位置する面は 本 遺跡 と 同 一面であ る 。

遺跡周辺で は 曽 根層群の礫層の発 達が良好である。 A 区の 西方で は 中 ～ 大 礫 の 赤 褐 色 くされ

礫層 が配管溝に そって 厚さ約10m以上観察され る 。B 区東方で は 礫 層 中に 材 化 石を含 む 青 灰 色

粘土層が レ ン ズ状に挟在され る 。礫層の一部は 粘土化が進 ん で “ くされ礫 ＂ と なってい る 。 礫

層 の 上に Pm - Iが不整 合に分布する。A区からB 区東方にかけ て の Pm - I は 厚さ約 1 m の 黄

褐色の粘土化した 軽石層であ り 、 ゆ るやかに東傾斜する 。 Pm - I は 、 本遺跡の位置す る 段 丘面

以 上の面に は 分布 す る が、 より低位の段丘面で は分布 しない。 Pm - I よ り 上位に は 約 2 m の 風

化火山灰層が堆積 し、 下 位から褐色風化火山灰層、暗色帯、 暗 褐 色 風 化 火山層、 暗 褐 色 ～ 黒 褐

色土層に大別され る 。 中道 町 上野原遺跡で は 、 2.2-2. 1万年前に 降灰 した 姶良 Tn火山灰 ( A T :

町 田 • 新井 ， 1 976) の火山ガ ラ ス が暗色帯最上部から そ の上位の暗褐色風化火山灰層 下部にか け

て 濃集 してい る （河西 1987 ) 。 しかし曽 根丘陵で は、縄文時代以降の遺構が暗色帯より 下 位 の

火山灰層 ま で掘 り 込 んで い る事例がある。本遺跡でも同 様に 縄文時代の 住 居 址 が褐 色 硬 質 火山

灰層を掘り 込 んでい る 。

現河床下の谷埋 め 堆積物 は、 中 礫を主体 と す る 粗粒堆積物 が多い。 礫 は、 御坂山地の第三 系

に 由 来す る と 考 え られ る 緑灰色の凝灰岩 • 火山岩類から主 と して 構 成され る 。 粘 土 ～ 砂 質 粘 土

な どの細粒堆積物 は、第 4 • 7 地点な どで観察され る 。両者 と も 上 流 域 の面積 が 狭 少であ る 。

こ れら以 外の御坂山地内に広い流域面積をもつ 河川 の谷埋 め 堆積物 は粗粒であ る 。

以 下に 遺跡周辺 の地形発 達に つい て 若干述 べ る 。

曽 根層 群堆積初 期 は 河川堆積の場で氾濫原的環境にあった と 考 え られ る 。 Brunhes 正磁極 期 の

あ る 時期 黒富士火山の大噴火によって 約 15-30mの厚さの 黒 富 士 火 砕 流 堆 積 物 が流 下 し甲 府 盆

地 を 瞬時に埋 め た 。 火砕流の分布の周 縁部には 局所的な 湖沼 的 堆 積環境 が 形 成 さ れ 珪 藻 土 を 含

む 細 粒堆積物が堆積した 。 湖 沼 は 堆積物の蓄積 と と もに一時 的な 泥 炭 地 的 環 境を経 て 浅化 して

いった 。さらに 御坂山地から 大量に供給 さ れ る 礫に よって 再び扇 状地が形 成 さ れ て いった と 考

え られ る 。韮崎岩屑流が八 ケ 岳の大規模噴火によって 瞬時に 曽 根丘陵をおおった （放 射 年代 2. 5

-3.8 X 10
5
年前、 K A N E O K A et al , 1 980) が、扇 状地的環境は そ の ま ま 継続していった 。 そ の 後

の構造運動に よ り 当地域は変形し、 曽 根層 群は 断層を伴った 撓 曲 崖 を 盆 地側に 形 成 し、 同 時に

崖線 と 御坂山地 と の間に は 凹部が形 成された。 しかし山地側から 供 給 され る 大 量 の 礫 の 堆 積 作
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用 に よ って凹部は埋積されて曽根丘陵の平坦面ができたものと考えられる。 約 8 万年前 の Pm 

I 降下時には既 に 離水 し た平坦面と して安定 してい たであろう。 ま た 約8万年前 頃から活動を開

始 し た 富 士火山の テフ ラ も頻繁に降灰 し 、台地上に 火 山 灰層を堆積 し ていっ た 。 河川の 浸 食は

8 万年前以 降 ます ます活発に な り 曽根丘陵を開析 し ていった 。 遺 跡 西 側の 大 鳥 居 地区には、 現

在仲川と大門 川とが流れている。 仲川は流路の変更が しば しばあ り 、 その 浸 食 ・ 堆積作用で大

鳥居集落の存在する複雑な平坦面が形成され たものと考えられる 。 現河川に そって 沖 積 面が 形

成され現在に至る。

なお、地上の遺跡と谷埋め堆積物の関係については、谷埋め堆積物に関する 資 料 ・ 研究が不

足 し ている ため不 明であ り 、今後の課題である。

引 用 文献
k邸EOKA, I . , MEJ-J); 可 H. , ZASHU, S. and KAwAc団 S . ( 1980) Pleistocene volcanic activities in  

the  Fossa Magna region , central Japan .  K - Ar age studies of the Yatsugatake volcanic 

chain .  Geochem . Jour . , 14, 249 - 257 .  

河西学 ( 1987 ) 上野原遺跡の火山灰層． 山梨県埋蔵文化財セ ン タ ー 調査報告第19集， 上野原遺跡 • 智光寺遺跡 ・

切附遺跡， 95 -98 .

小林国夫 • 清水英樹 ・ 北沢和男 ・ 小林武彦 (1967 ) 御嶽火山第一浮石層 ー 御嶽火山第一浮石層 の研究 そ の 1-

地質学雑誌， 73 , 29 1 - 308. 

町 田 洋 • 新 井 房 夫 ( 19 7 6 ) 広 域 に 分 布 す る 火 山 灰 ― 姶 良 Tn 火 山 灰 の 発 見 と そ の 意 義 ー ． 科 学， 4 6 ,  

339 - 347. 

三村弘二 ( 1967 ) 黒富士火山の火山層序学的研究． 地球科学， 21, 1 - 10 . 

ま と め

横畑遺跡には、先土器時代の武蔵野 II b 期と思われるナイフ形石器、 縄 文時代前 期末、中期

中葉、中期後葉、後期初頭の土器、中期後葉の住居址と小 ビ ッ ト 、弥生時代中期後半、後期後半

の土器、後期後半の住居址群 ( 2 - 4 号住居址） 、古墳時代前 ・ 後期の土器、奈良時代の土器、

平安時代の 9 - 10世紀 代の土器、 10世紀末の住居址 ( 5 号住居址 ） 、1 2世紀 代と思われる住 居 址

( 6 •  7 号住居址 ） 、 中 ・ 近世の竪穴状遺構、小 ピ ッ ト 群がある。 弥 二郎遺 跡には、 先土器時代

の武蔵野 IT a 期 だと思われるナイフ形石器、縄文時代前 期末、中期中葉、中期後 葉 の土器、弥

生時代後期後半の住居址群、中 ・ 近世の土器がある。

今 回 の調査の中で、横畑遺跡の中 ・ 近世遺構、遺物群が注 目 される 。 44基 の方 形を主体とす

る大 ・ 小の竪穴 状遺構群で、大型のものは東側 に、小型のものは西 に 多 く、 それ ぞれ 群を成 し

て切 り 合っている。 ま た、東西、南北方向に配列性の窺え る 小 ピ ッ ト 群がある 。 遺 跡 南 限 に あ

る小山の北東部を L 字 状 に切 り 取った よ う な現地形と、小 ピ ッ ト 群 の 配 列 性や 竪 穴 状遺構各辺

の指 向性との一致やその残存する深さ の バ ラ エ テ ィ ーから、地 形 の 改変、 掘 削と遺構群 形成の
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同時性が考えられる。竪穴状遺構覆土は、黒色土に多量のロ ー ムプロ ッ ク が 混 入したもので、

軟質な点や掘削工具痕がみられる点から、掘削後短期間で埋めもどされと考えられる。第3 ピ ッ

ト群を覆う プ ラ イ マ リ ー な土層と遺物群の存在からして、地形改 変は遺構掘削 以前であ ろ う 。

そして、改変後も改変面に豊かな黒色土があった こ とにな る 。 こ の黒色土は改変後入れられた

と考える よ り、耕作等の深耕によ る よ り深部のロー ム層の耕土 化 （黒色土 化 ） とともに漸次地

形が改変されたとみた方が妥当 であり、深さのバ ラ エ テ ィ も説 明 でき る 。 遺構群と地形は、耕

作と遺構の掘削をくりかえしながら、年々歳々形成されていったのであ ろ う。

遺構 に 伴う遺物群は、土師質土器の小皿 や 内 耳土器、擢鉢などで、年代の決め手となる陶磁

器はほとんどな い。小皿は多種他様で、各遺構から少量ず つ 出 土しており、 組成などを 問えな

い。そのなかで、内耳土器に明 瞭な違いがある。器壁が薄く 硬 く 胎土に多量の砂を含み断面 色

調が暗褐色で 口 唇が平坦なものと、器壁が厚く軟質で胎土に多少 砂を含み断面 色 調が黄褐色 で

口 唇が丸 いものである。 いずれも 口 縁が直立し鍋形であ る 。 前者のみを出土す る 遺構は、 第 5

小ピ ット群、 10 • 1 1 • 38号竪穴状遺構。後者のみは、第3 小ピ ット群、 18 • 26 • 27• 3 1号竪穴状

遺構。 14•23• 35号竪穴状遺構で両者が混在す る 。 第3 小ビ ット群周辺に後者が分布し、その周

辺に いくにしたがって前者が多く分布する。分布が違う点から、 両者の違 いは時 期 差 であ る と

考えう る 。しかし、新旧につ いては決め手を欠く。ただ し、年代の 上限につ いては次の よ うに

考えられ る 。長野県御社宮司遺跡での内耳土器分類のうち、 A ill 型に後者が近似す る 点、 ほう

ろ く型がな い点、土師質小皿 の類例が15世紀代に位置づ けられてい る 岩 崎館跡になく、 16 世紀

代の武田氏館跡にはある点、陶器が 16世紀以後のものばかりである点などから、 16 世紀以後で

あ ろ う 。また、近世に入ってもそう新し いものではな いであ ろう。また、溶融物付着土器が 8号

竪穴状遺構や第 5 小ピット群に多くある。羽 口もあり、銅またはその合金を溶かして 何かに使 う 作

業が近辺でなされたらしい。特異な鍛冶集団の存在を考えうる。
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安田龍太郎 1981  『中世土師器 と 内耳土器 ー 野州 の 中世遺跡出土品を 中心 と し て 一 』 （ 「野州史学』 5 )
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図 版



図版 1

横 畑 遺 跡 航 空 写 真 （ 下 が 北 ）

横 畑 遺 跡 遠 景 （ 弥 二 郎 遺 跡 か ら ）

1 号 住 居 址 埋 甕

横 畑 辿 跡



図版 2

2 号 住 居 址 2 号 住 居 址 炉 址 断 面

-,;n� 
3 号 住 居 址

3 号 住 居 址 遺 物 出 土 状 態

4 号 住 居 址 5 号 住 居 址

横 畑 遺 跡



図版 3

6 号 住 居 址

7 号 住 居 址

6 号 住 居 址 カ マ ド

1 号 竪 穴 状 遺 構

横 畑 遺 跡



図版 4

3 号 竪 穴 状 遺 構

9 号 竪 穴 状 遺 構 5 � 1 3 号 竪 穴 状 遺 構

1 4 - 1 7 号 竪 穴 状 遺 構 1 8 • 1 9 号 穴 状 遺 構

横 畑 遺 跡



2 0 � 2 2 号 竪 穴 状 遺 構

2 3 号 竪 穴 状 遺 構 硬 い 覆 土 の 分 布 状 態

2 3 号 竪 穴 状 遺 構 掘 り 上 げ 状 況 掘 削 工 具 痕

横 畑 遺 跡

図版 5

( 3 3 号 竪 穴 状 遺 構 南 西 隅 ）



図版 6

3 7 � 3 9 号 竪 穴 状 遺 構

4 1 号 竪 穴 状 遺 構

第 3 小 ビ ッ ト 群

4 0 号 竪 穴 状 遺 構

4 2 - 4 4 号 竪 穴 状 遺 構

第 5 小 ピ ッ ト 群 と 礫 の 分 布

横 畑 遺 跡



図版 7

弥 二 郎 遺 跡 遠 景 （ 横 畑 遺 跡 よ り ）

遺 構 配 置 状 況 （ 東 か ら ）

遺 構 配 置 状 況 （ 西 か ら ）

完 掘 状 況 （ 東 か ら ） 完 掘 状 況 （ 西 か ら ）

弥 二 郎 逍 跡



図版 8

1 号 住 居 址 1 号 住 居 址 炉 址

2 号 住 居 址

3 号 住 居 址 3 号 住 居 址 炉 址

弥 二 郎 遺 跡



図版 9

1 号 住 居 址 埋 甕 ( 1 )  

1 号 住 居 址 埋 甕 (2) 

（ ） 内 は第 6 図 中 の 番号 横 畑 遺 跡



図版10

（ ） 内 は

壺 形 土 器 ( 3 )  

壺 形 土 器 C 2 )  

好 形 土 器 C 7 )  

第 1 4 図 中 の 番 号

横 畑 遺 跡

C 6 )  

台 付 甕 形 土 器 ( 1 )  

壺 形 土 器 C 4 )  

C 5 )  
3 号 住 居 址 出 土 遺 物

甕 形 土 器 C 1 ) 
4 号 住 居 址 出 土 遺 物



図版1 1

杯 (2) (4) ( 1 )  

財 (3) (5) (6) 

（ ） 内 は第22圏 中 の番号 高台付杯 (7) 6 号住居址 出 土遺物

中 ・ 近世小皿

第 3 小 ビ ッ ト 群 P 31  第 2 小 ヒ
°

ッ ト 群 P 2 1 4号竪穴状遺構 27号竪穴状遺構

横 畑 遺 跡



図 版 1 2

内 耳 土 器

（ 第 3 小 ヒ
°

ッ ト 群 ）

播 鉢

（ 第 5 小 ビ ッ ト 群 ）

火 打 ち 石

石 錘

羽 口

--... 

—• 

第 3 小

ピ ッ ト 群

出 土 石 器

溶融物付着土器 ( 18号竪穴状造構）

横 畑 遺 跡

2 号 住 居 址 出 土 土 器

弥 二 郎 遺 跡



山梨県埋蔵文化財セ ン タ ー 調査報告書 第20集

横 畑 遺 跡

弥二郎 遺 跡

笛吹J I I 農業水利事業 に伴 う 発掘調査報告書

印 刷 日 昭和62年 3 月 25 日
発行 日 昭和 62年 3 月 31日
編 集 山梨県埋蔵文化財 セ ン タ ー

発行所 山 梨県教育委員会
印 刷 所 （柏 峡南堂印刷所
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